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草生諸君の酪力もさることTLから,町長 ,教育長をはじめとする投機 ,教育委員会 ,なかでも蔽接大
学との窓口になって終始か桝 斤如 ､ただいた教育委息女 ,庶刀を群.L一集して下さ'った町誌編唯姿見各
位,肋杏に快 く応じて下-きった町民の方々の御協力の賜によることは ,申すせでもない｡改めて心
から梢持し申し上げたい｡
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第 1章 矢 掛 町 の 概 況
1. 位置と冶草
/ / 0 / 〟
矢掛叫は,間山県の娼繭粗 東経 155105520 ,北緯54 27 25に餌乾し,小田川之柴
山川の流域東西 11Kn,南北15Kmにひらけ ,血坊は9,11917tであるo
歴史的には ,山地U)中腹から上rL汝にかけて多くの古墳が発見され,矢掛,束 ･西川面 中川 ,
坦山田地区に朱:l準.追跡が確認できることから,歴史の古さが他げれる｡また, r倭名類衆紗｣国郡
牲ヤし み な 少
の部にある｡甲埠 ,拝藤 ,草噂 ,契成 ,駅家の4郷が矢掛町城内にあると措定できることにも歴
史の高さを伺うことができる｡
近tP_･の矢掛町は ,支配朗係は私領あるいは鉄肺とかなり錨額し7Eた交代も頻繁であったが ,大部
分が庭瀬鰍 こ所崩し,文政12年 (1829)以降は ,徳川-ツ縮領とlLっていた｡その間 ,矢掛
の中心部は ,蒐永12年 (1a55)以牌の参勤文代制によって ,旧山階iTlの橋場町として発展し,
夜業 ,交過 ,文化の中心地として栄えた｡現在でも,大名の宿泊所であった本陣をはじめ ,古風な
土成造りの家が立ち-ならぴ ,当時a)名残りをとどめている｡
明治期に入ると,矢掛は ,康博鑑別 川によって ,明治8年間山県に属し,明治22年の町村制の
施行に伴い ,矢掛村と小林村が合併し,同29年に町制をしいて矢掛町と改称した｡li九 ,上 ･下~
両高末村 ･内EU村 ･字角村の4か村が合併して糞川村 ,東三成･横谷が一つになって三谷村 ,里山
柑･奥山出･中村が山田村 ,A)T価 ･~剛 l順 ･宇内が川面村 ,そして ,本棚･掛転･江良が合併し
てLP川村として新しく発足した｡さらに ,明治ヱ2年 ,-jEUj･甲琴を合併し-/i,｣､田村は ,大正14
年町制をしき,小｢即汀と攻休した｡
こうして ,tf'-A後地方日給法か施行されたLtB和22年には,矢掛町 ,美川村 ,三符村 ,山u]村 ,川
面村 ,中川村 ,小tl]MJの2町5か村を数えていた(,
ところで ,この2町 5か村が ,町村合併促進法の施行を契機に ,昭和28年 ,北川村を含む令併
払讃会を設け ,合併を臥離した.その主な理由として ,地勢上 ,交過上 ,経済上'密接な馳係をもち,
文化 ,人材J.,風俗を同じくし,行政上に机 ､ても,国鼎J)出先機鵬の同一管鞄内にあることや組合
立の社会 教育施設が少なくtLいことがあげられていたOしかし,′トEEJ町 ･北川村が独自の摘鹿を
立てて ,離脱することになったため ,P;'i和29iF,矢掛町外 5か村でもって ,新たに委員会を設定
し,調丑 ,計画策定等について施滋することになったqその間 ,美川J村 ,山tl村 ,川面村の村有林
･｣､林肘鼠茎列 10財産区の1銅 扱いをめぐって助糾したものの ,財産区はそのま-,4=とし,杵仔榊 よ
財産区を設定して ,旧村に存在することで結781-をつけ ,L唱和29年 5月1日をもって新矢掛町が発
)-iすることと･/=った｡その後 ,L昭和5占年 1月15日,小LB町を納入合併して ,今日の矢掛町とな
ったのである0
2.矢掛の現況




人口は ,昭和 45年の国勢調査侍に糾 ､て ,18･665^ (男子 8･819人 ,女子 ?･846),
また世帯数は ,4･d1l世帯で県下町村のうち戚大の人口を誇っているoしかし,昭和 40年の国
勢訴壷に比べると ,ムバーセン.ト (1.192人 )の人口淑とな9,着年人口の都市派Hjは ,矢掛で
も例外ではなかった く嚢 1- 2- 1)
衰 1- 2- 1 人口と世帯の推移
11了 計 --笠 ､ユ 4.0 41 42 45 4 45 46
総 人 口 的 19.857 19,940 19.642 19.555 19,091日 aH 5 18,927
指, 敬 100.0 loo.4 98.9 97.4 96.1 94.0 94.0
世 帯 叡 (世帯 ) 4.546 4,675 4,680 4,682 4.895 4.占.ll 4,714
指~ 数 loo.0 102.8 102.9 10ま.0 1015 101.4 1017
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こうして ,矢掛は ,いま大きく変わbつつあるのである｡以下では ,この変化を詳細に跡付け ,
発展しつつある矢掛町の実態を究明することにしたい｡
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昭 和 40 年 昭 和 45 年
& 93 女 寒 総 数 男 女 率
7( ^2.572 人5.545 ′55.5 4,4占9- 一軒~1, 7 8 7 7 2,占82 40.2
D 2,555I 5,545 55.5 4.455 1,774 2.占7910 25 1 40.1!～1i巨 D 124
I 905 19.9 5.579l 1.92ム J
95巨 292三 l.455 50T4
1I 0.2 22 21i 1 0.2






















りなり,一部に輝線岩が存在する.図2- 1- 1は,宗田克己ら(小副 JIT流域志Ⅰ自然織 19
56)VC上る矢掛附近の地質図であるO
失政町の自然的土地条件を大づかみにするた捌 こ. 20万分の 1岡山県土地分類図付属牲料(経
済企画庁, 1974)から,自然的土地条件別面鎌をぬき出すと,次の通 りである｡





5qL-80 8へ..15015q-200 20q-30(∋50(L′400 400～ 主 要 河川湖 沼
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C.地形区 分 別面横
山 地 丘 陵 台 地 一段丘 低 地 その他 l合 計
大起伏 中超伏 小起伏 山故也 言十 大起伏 小起咲 計 砂 P一.一 計 扇状地位 三角洲性 計A
a.土壌統群分布面横
兼 ,% 褐 求 赤 梅 釈 タ 舵 そ 令音十
熱 7打 色秦 ドソ 兼 色低 色低 ラ 顔 の
士 ク士 柿土 '^ 色土 也土 也士 イ土 士 他
白.表層地質分布両親
未 鹿 結 堆 初 物 蘭 椿 姫 額 物 火 山 ■性 岩 石 深 成 岩そ令計
館 環 紗 秤 軒 硬岩 砂岩 派岩 鍾 坪 育 -蘇 ▲火 流敬 安山 計 i 繋 舵紋 一計
と と 膚 岩質 緑A 灰 山砕 卓質 岩質 間者餐 哀 岩質 め
紗 描土 物 岩ち 灰岩 岩 屑物 岩石 岩ち L⊥一石 一1｣香ち 岩石 他































那 賀山山地払 北が急で,南はいくらカ準 であり,此政的広い山頂壌斜面は,甫忙傾いていること























斑岩が抵抗岩 となって生じたものであろ うO 慣lk冴前後の河谷のなれ または, この河谷とその支
谷とVIC比さまれたところなどに,沖横地のなかVC島状VC孤立する分離丘俊がいくつか存在ナるQ満
山 ･三本松山 ･日要地の北西の山 生山 ･茶臼山 ･中山など大小様々であるOこれらの丘陵は,ほ
とんどが花樹岩で構成されており,交差する桃造の著 しい花樹岩地帯の河谷の特徴を示 している6
矢掛町内で収も平坦な仲秋面が広がるところは,小田川 と尾坂川との合流点付近の浅海(あすみ)





































J L 1 4
図 2- 1-1 矢掛肘近地焚図
(r小田Jll下総竣藍JII自粕 . 195a-宗田克己ら小による)
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坊 峰 面 図
4▲■■一- J-L一■一一一.■･..-▲.一･一･..･.･一 ~
r2121112 切 半 面 回 ( 2 万 5 千 分 の 1 地 形 図 を 用 い , 噂 5 0 0 仇 以 下 の 谷 を 埋 め た も の )
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El: 表 土 b: 砂 瞭 C: 秒 d,: 抄賓･yルト



















写美 2- 1-2 旦山田の押凍低地
手前の畑地仏 小田川の自然卿 ｡その少し後vc,比高教 10cmから178億度





















写共2I 1- 5 鬼ケ岳温泉付近の水盛された蹄をもつ帯頭.
現河床より10数Tnの高さ｡
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写楽 2I 1- 4 無料の市街地の北方の扇状地面の扇端近くo
矢掛の市街
地の北方の山鹿にtri,扇状地が連なり複合扇状地を皇し,届端を市街地付近にまでのばしているし






































写美 2- 1-5 鬼ケ岳ダム直下の卦 rJJlの河床
引用 ･参考文献
1･ 経済企画庁総合娼発局 (1974)
乙 矢掛高等学佼生徒会 (1956) 20万分の1『岡山県土地分類図』および同付属紫科









冬季に雨や雪が多く,降水A･が年 1.1800- 1.96DJJrを記録する｡それに対 し,瀬戸内式気候は,
柵天が多 く ,砕水J生は少ない｡岡山県は,位.Fr的忙瀬戸内式気候の影8を大きく受けている｡そこで,
史vcくわしく岡山県の気侯をみてみ よう.
岡山県の5a候は,図2-2- 1の如 く,大きく5つに分けられる. (和逮雅夫監♯ :｢日本の残像 J
による) それぞれの特徴は,次の通 りである｡
I.中国山地気候区























占･9-cT･,かなり暑 く,原寒月(1月)払 i4'cK下る.近年(昭和 45- 47年 )の攻高 ･











表 2- 2- 1 昭 和 45- 47年の平均月別気温
蒜海で 1 2 5 4 5 A 7 8 9 10 ll 12 平 均
矢 14 17 占.4 1iO 17.8 21.a 2d,0 2d.9 22.7 15.7 1Q.4 5.8 14.5℃
佐 屋 2_0 一.8 4.5 ll.3 1d.1 19.5 25.8 24.6 20.5 15.8 ad 4.1 12-5℃
岡 山 4.1 5.5 8,9 lib 1a2 21.9 2L5 27.2 2i2 16.5 ll.0 a.5 15.0℃
tlt 山 2_8 5_2 5.9 12.8 17.3 21.2 25.5 2&4 22.2 15.1 ?.7 5.1 119'C
衷 2-2-2 最高 ･最低気温 (S4与～ 47)
気 1 -選聖 矢 掛 佐 屋 岡 山 細 山 豊 岡
庇 高 気 温℃ 5LOS一4 .8月 さ5.7B44 8月 55.a845 7月7 8 5&5845.7月 55.4847 8月
l叔 低 気 .冒 - 9.0 - 1D.0 - &ヱ - 9.9 - 5.i
-22-
E∵∴ ･一
規 2-2- 2 昭和 45- 47年の平均月別日倣差









襲 2- 21 5 昭和 45- 47年の平均降水丑
月観加地 1 2 5 4 5 占 7 8 9 10 ll 12 年降水起
矢 掛 50 57 59 109 122 226 277 128 14占 70 46 45 1.555hm l
佐 屋 57 57 67 120 150 245 555 158 185 85 54 47 1.540HRI
_ 塑 山 45 55 57 110lH d 251 249 109 155 81 44 59 1.267nlaI
, 細 山 占5 占0 74 1【】8 151 259 54-6 122 187 75 44 50 1,519MB[
ト) 大衆現救
_ji2- 2- 4より,失弧 紳山払 それぞれ,谷間及び盆地に位政しているため,夜間の冷え込
みが雌しく,そのため癖の発生が他rJ地方/K比べて多vlことがわかるoま･/i,矢掛 ･帥山 ･重岡d.
一般にJ岩が少ない｡r小田川下流域恵 Ⅰ自然荊｣忙上れば,矢薮町 忙おける現 題,雪の状態は
次のようであるO





C 雪- この地域で盟が見られるのは, 12月より5月始めに至る期間で,かすかにちらつく
功合も含めて,年間 10回以上VC75:ることは少ない｡横習韓鹿も大したこと虹なく,
5C7r以上になることはめった忙ないO
衆 2- 2-4 大 気 硯 日 数
∫.I 屋 rm LT 一軍 l
而 管 雨 冒 座 開 野 霧 !雨 質 蒋 T雨 響 #
45 128 20 705417 150 54 1 158 21 16 152 46 106 109 14 0
44 129 15 5 105 58 ll 152 21 28 159 48 95 114 9 O
45 158 15 ム 120 40 24 14占 19 14 1占2 48 95 116 9 8
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図 2-2-8 矢 掛 町 の 植 生
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親 3章 人 口 と 集 落
1.矢掛 町 の人 口動 態
(J) は じめに
矢掛町は昭和29年 5月 1日,旧矢曲町,苑川村,三谷村.山田村.川面村,ヰりlL村,以上
dケ町村が合併し,さらQと帖和 56年 1月 15日忙旧′J､田町を納入して,総両税 90, 12KnIの
現在に至 っている(,Hf絹U48年 4月50日魂在で捻人 口18,792人 となってお り,郎下町村のう
ちでは長大の人口を萌 してし1るO人口分布は小机E帆域の平地及び通路沿触機 中Lてお り,lH矢
掛町,/｣､臥町が改姓が高 く,旧美川村では旧矢掛町の#)1/ 6とレ､う低さにな っている ｡そ して人
口減少により,どのItl町村 も大体同じ様に低く/tつても,(.)矢掛町Vj市街郎V(,_周辺人口が姓中してい
くとい った形態はとられてレ､ない0人｡減少は町を越えて.岡山市,愈教市又郎外-と人口移出が
おこなわれているからである｡世帯軌 土4･748戸で4- 5年前から徐々に増 加 して い る｡とれ
Eは核家族化が進んで重たためと考えられるo以上か矢掛町orD人口の現状であるO
京 5- 1- 1 失准帆地Ig別人LJ
地区 世 帯 政 人 口 具i100につ き 女 L人ノ洩 普-?, 女 株 人 口
山 Ef] d1一～ 1.216 1.547 2',557 110一8 12.5 208
川 面 Sd1 1.075 1.131 2.206 105.2 9,5 252
中 川 548 1,078 1.159 2,257 lD7,5 10.5 215
/｣､ Eti 667 1,265 1,5d1 2.d24 107.7 6.4 410
江 ) B･48･4.役場住民登藤人口に上る.
(｡)人口の増淑 - 人lニト 世帯数の推移 -
この地域は昭利 25年以降,ずつと人口か淑少 し戯 けて きてレ､る｡大正元年から昭利 48埠
までの人口 ･蛙常数の推移を衷 5-1-2,衷 5- 1-5,で示そ う.昭和 25年が偉大の人[コを
もち, 24.155人でこれを100とするL,55年で21,9dO人, 40年には 19.857人,
45年にはさらに叔って 18,9d2人になっており,その比は90･1J 82･5- 78･dであるoこ
U)ように 25年以降 40年ぐらいまで急激を人口奴少を きたしてLレ､る｡しかし' 40年代にな って
そのスピードはしだいに弱まb, 45年から税在にかけては奴少は-しているものの,ほんのわずかメ
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IE]町村 も-耳して同様に人口推移 しているのはかもしろレ胡雛 と思う｡人 口乞准勧 図 5-1-1に
よってエ9明白にわかるであろう｡





比廃して 500戸ぐらい少ない.それが-Q 帯 5人という数字に現われているのであろう｡
.f







凝 総 人 口A) 自 然 増 加 (A) 社 会 的 増 加 (a) (句 +(B)(人出 cB 死 cEt自閉 転 C～^ 転 甚 社 台周
25 24,155 495 250 245 992 1.157 -145 98
50 25.541 514 185 151 902 1,220 -518 -187
55 21.960 2(～1 25tI 51 652 1,052 -420 -389
5(5 22.079 257. 226 51 561 852 -291 -260
57 22.088 218 219 - 1 698 1,-OdS -566 -566
38 21.574 245 259 4 679 1,Odd -581 -581
59 2tO82 2d9 181 88 674 954 -280 -192
40 20.51(～ 224 210 14 占42 1,066 -424 -410
41 19.895 181 194 -15 568 1.011 -445 -456
42 19.625 251 255 18 702 972 -270 -252
45 19.515 244 218 2(～ 755 892 -l57 -111
44 19.D91 257 198 59 7d6 1.868 -502 -265
45 18.962 260 200 dt] 786 975 -189 -129
46 18.920 254 182 72 807 921 -114 - 42
47 18.882 260 288 52 728 818 -90 L- 58
48 18.826 259 170 89 714 859 -145 - 56
(町 勢 袈 覧 )
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まず自他 態V⊂ついて述べエ9｡死亡は年に上り多少の差はあるか 大体 ')00人程 であ り'
25年以降あ-i+)大きJ.:教化はないO山生は救改むベビーブーム以後昭和 574早まで淑少Lてレた｡
これは 25年に 495人V)化生が 50埠に 514人. 35年Vこ261人そして. 57年には 21･8
人に落ち込んでV,ることで明ら-/)･忙されてし･'るoLかしそれ以後は年により多少の差はあるが叔少
仰向 は示さず,横ば叫J;簸てあり, 45年以後は 260人ぐらレlKもど9.ているo従 って自然柵は






傾向がつかみにくho社会減の大 きい年は 445人もいるか 舶 2-5年は少なくなり, 28-
S25 50 5556575859 48 41 ム2 ム5 d4 4J5
図 5- 1- 5 社 会 動 態
50人であり.E･rL,ことからも,人口淑少の綾和が うかが7,れる｡では転出･転入についてもう少し
詳しくみてゆこう′.,転出 ･転入ともその移動は脱内かd馨り近 くを占めてかb,岡山 ･倉欺方面へが
全体の1^ - 1イ もあるO次いで笠岡 ･井戯 ･福山が 1.5割 ～ 2割を占めておb,そして織 り｣､出
郡 ･苫腕郡 ,浅u郡薮との当ulT近隣の市町村が 1割弱-C続いている｡腺外では京阪神が圧倒的で'
約 2別を占めており,これに続いて東京周辺がくるが ぐっと下が って 4解毒でしかをく'愛知腕も
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表 5- 1-5 転 入 ･転 出者 数 (附和 48年 )
良 分 転 入 者 必 転 出 者 数
総 数 男 女. 総 数 男 女
岡 山 市 人82 人57 人45 12{ 58^ d5^
津 山 市 占 2 4 ll Ll 7
玉 野 市 5 2 1 2 l l
笠 岡 市 52 1d 16 44 17 27
井 原 市 60 25 55 49 20 29
総 社 市 27 12 15 25 15 10
高 梁 市 9 7 1 2 8 5 5
小 Etj 郡 1∠l 5 9 d 2 4
後 月 郡 4 1 5 0 D 0
吉 備 郡 4 2 2 25 ll 14
浅 口 郡 20 5 l 15 15 5 10
そ U) 他 52 1 15 17 51 17-I～5Ti-～■-rA 238 14
/｣､ 旨十 402 l]-82- 仁 284-- 275
東 京 都 20 15 7 8
三 並 殿 1 1 0 0 0 U
京 都 肘 21 6 15 2∠l ll 15
大 阪 桁 70 58 52 lOL) 55 51
兵 庫 般 55 20 15 44 18 26
奈 良 yJt 2 0 2 0 D U
島 根 91,- 5 1 2 0 0 U
鳥 取 粘 0 U U 4 2 2
広 島 bJ,i- 76 4 5 1 5521 77 59 58
香 川 規福 岡 タjミそ の 他 もJA 媛 毘山 u 7 4 5 1
15 8 5
5 5 D 2 1 1
4 4 l CI 4 5 1
小 計 512 175 ･1 57 548 174 174
総 計 714 5 55 7,61 859 412 447




いる人は昭利 47年度の粥査では, 208名 72家族 であった｡これはその年IRの転出者の約 2割
に当り,岩夫純が多か ったO乗 - 1二 6て明らかTEように幼児･の搬出は認められるが学童期 (義
務教育を受けるべ き年令 )の者の転出は極めて少75:いOそして 15才～ 24才ではぐ-んと多くな
って卦b･若い労蜘力が都市に流出してレ､∋たのが よくわかるO転入Vこついては昭和 41年の-醜査
襲5- 1- 6 転出者 (E;47･4月～ 4a5月)転入者 (日44･1月～12月)の年令別構成人口
年 令け) 罪(〟 女 uJ 計∽ 輿 女 計
5- 9 15 ll 24 12 ll 25
10-14 7 ll 18- 8 18 ･26
15-19 107 119 22d 40 51 91 .
20-24 100 177 277 67 108 175
25-29 70 65 155 41 46 87
50-54 27 19 46 17 l 20 57
55-.59 16 16 52 1.a 17. 55
45-49 d 4 10 8 5 ll
50-54 9 8 ー 17 8 2 ▲~ 10
55-59 ▲ー 6 2 8 4 l 4 8I
60～64 5 2 5 1 ヽ 1 2
65以上 12 18 50 2 a 8
(住民輿 動 黙殺 )







第 5- 1- 7 年令別 ･男女別人口耕成
区分年令(刀 鵬 和 40 年 昭 和 45 年男(〟 女uJ hl(/O 男(〟 女 的 汁
0- 4 652 564 1.196 599 57CI 1.169
5- 9 788 717 1.505 629 574 1.205
10-14 9d4 966 1,95〔】 776 729 1,505
15-19 975 1.079 2.054 754 777 1.511
20-24 485 716 1,2〔ー1 525 756 1,279
25--29 510 570 1.880 556 568 1.104
50-54 674 7〔ー9 1.585 522 55U 1.072
55-39 714 751 1.445 665 700 1.565
40-44 550 718 1,268 IJ 699 722 1.421
45-49 494 729 1.225 545 725 1.268
50-54 552 654 1.1tid 489 684 1.175
55-59 5IL. 579 1,125 550 601 1.151
60-64 451 495 9L;i 485 547 1,05t]
65-69 455 488 921 595 452 847
70-74 285 551 454 556 59d 752
75-79 198 256 454 2(〕2 275 475
80以上 151 197 528 l55 227 562
計 9.578 10.479 19f357 8.814 9.851 18.665
(的 勢 胸 査 )
昭和 45年で･9110･0忙対する1/i:は 112とた (･).この地域は阿山iL,tむ他o'u郡部と同様女が
多くなっているoこれは衣5-1-7,及び図5-1-4て=T,かるように壮老年胸に:T,､レ､て女性か多いため
てある｡当UJの年令別納成人口は幼児6'D減少と人口の老令化という2つCL,tj不a)一献的な姿と.労





(定 食 和 子 )
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の喝大力電｢iれtco さらに昭和 55年 10月に出された曲集基本法は,今後U)わが悶経蛸の安定し
た先島のために,屯するに 1叫 5反以上の紺 毒舌自立経営として維持 し,それ以下の屈は上下VC分
解せしめ, ことに1町以下御経営は戯曲せしめて他圧差卜転移させようとレLう方向のものてらJ と.
tlj柴草Gp.と,農業基本法を軸とする点茶政策o)屯とて,山間農村のLui-民たちはいかに対応してい












たか 時代の流れはこUJ平和在村(rCも容赦なく強いかかって きた.地底の虚業はかつては米 .衷
uJ二毛作を中心とし,炭や木机 きのこなどe)朴森を副菜とする純曲山村であったO ところが附利
27- 28年ころから,現金収入の必･#性o')粗大忙伴 って.タバコ,-ツれ ナタネなとか導入さ
れ一次は小放校ながら多角的経営への可能性も見られ花か.それが,昭利 50- 55年とろからそ
cu後にかけて, lL7Ti･たれ"0･Dことく進んだ主幹労働力 (経常主,跡継 き)orD兼業化流出の勢いに旺
倒されて,虹近では タバコ作はもちろんCL)こと,水桶栽培さえも衰退なV,し後退 してきている｡昼
r"LJは若い男の人(Jiほとんど見 られず,レゝわゆるLt三ちゃん盛業 "のみならず,E:く舷近では主如ま
でも近 くにできたぬいぐるみエ勧などへ働きに行 くため, じいちやん ばあちゃんのt二ちゃん鹿
共"を余依なくされ,細 々とt食べるだけ作る"典薬がF.まれてL^る忙すぎない01960-1970
時UJFi岬 戸数は 4戸軌少し,人口は表 5-2-1からも7?かるように, 18啓蚊少している｡舶 ヒ
部qJようを激 しい過疎減少は見 られfLhか,千(･▲り若者流出の傾向にあるといえようo
t))労働力の流出と兼業化の進展
地位労働力U)托出は前述のように聯和 さ0年ころから進んだO昭和 55- 45年の兼業cJ
進展を示 したの棟 5-2-2であるカi昭和55年の統計を見ると･I種Ⅱ種合わせて50多近い北集戯
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表 号-2- 1 人 口の推 移 (単位 人 )
年 齢 1960 1965 1970輿 女 計 男 女 岩† 罪 女 . 計
0-.15才 29 55 d2 2.8 17 4.5 21 15 5∠ー
16-50 1∠ー ll 25 20 20 40 16 16 52
51-45 20 25 45 12 19 51 15 15 26
46-60 l 7 18 16 ll 27 15 l5 26
dC)～75 5 ll ld 5 d ll 8 8 16
7d～ 5 4 7 2 4 6 5 5 d
計 82 89 171 85 77 160 71ー 66 140
(戯林業センサス)
家か見 られることか ら,それ以前から加薬化が進んでいた ことがわかる. しかも邸教職良 工EL,
/吉月専 rJ決まった勤め先を持 っている人が 12人いるということは-かなり以前から光業化が定着
してきているといえるO昭和 55-45年の胤に,自営英を加えると兼井従郭者敷け 24人 か ら
40人に汝増している｡戸数ていえは同じくこの軌に,専業 4戸から 5戸, Ⅰ兼 11戸から6戸,
1J兼 10戸から20戸へと,Ⅱ種如葉脈 の粕加が薪馨に現われてh･9.略:和 45年 では乗に
89･7%の出家が氷菓に従軸している｡ Ⅰ兼は昭和 40年には勧 pしているが以後減少してL^るの
は'目地いなど如拙期にたけつとめに出ていたUJが,そUL)後工芸作物等を見捨てて恒常的をつとめ
忙変わったためであろう.
表 5-2-2 将 来 農 家 の推 移
調査良 骨 炎 Ⅰ ｣tと 止 水戸 % 戸 % 戸 % .
8.55 55戸 17 51.5 7 21.2 9 27.5




(1)-㊥ まで適訳Lを与えて兼薬化への動横 として毅もあてはまると思 うもの 5つにOをつけても
らレtl さらにその5つに･･韮饗と思うものから版番に番号をつけてもらった｡その結=栗が 弄 5-
2-5であるか この表を見ると'①@)③ 忙山が てきていることがは つき如 っかる.つまり,消戟
水埠が上がり支出が多 くなった, こTi以上の姓割 く準の向上は里めなレ＼ 不安定を盛業 より妄足 し






27- 28年ころ導入され当時は 20戸近く作っていたタバ コか,昭和 55年('Cは9戸,帖利 40
年に6戸,鵬利45年に6戸,附加 48年には2戸と息敵に凍ってきている. こUJことか.住)のヒ
ョウpをはじめとする天候に左右されるタバコに見切りをつけ,兼業化 した理由に売ったと思われる0
,-1た･②の耕地が狭いからを虹 も重要組 由にあける人が少帥 とV'うことから･地利 45年軌在
●三 力股の平均耕地両税は 709aであるが,もしもっと多か ったとし■ても兼共イヒはくいとめること
はできなかったと思われるO
この地凶は.水島へ車で50仇 矢巷n T5分,井励- 50分という過勤歯vn,Cあるという地理
的条件も,兼業化を促進 した大き夜戦因てある｡






















家番号 階J由区分 構成人見 来 美 化 へ の 動 機 米英にJきっ て 変 わ ら た こ と① @ a ㊨ a ㊨ ⑦ l h' 榊 川 ∨ ViVif'
2 At) 5 ㊨ (∋ ○ (⊃ 0
15 (b - 8 2 ㊨ ㊨ ○ (⊃○ ⊂)○.0 ○
167892012 (I)- Tbtト一 丁L a654 .A.㊨ &㊨AO ○(J0〇 ∪○ ○C):
2 ち . 5 .Ji () D
24 (b 5し A ㊨ (⊃ ○ い
荏 (1) 朗査戸数 26戸のうち'耳兼 2戸を除 くアンケ- トによる)
(2) 階Id区分の基準
A 耕地10- 1.5ha, f) 耕地O.5-1.oha
C 耕地o･5ha末梢 L








昭和 55年前致以降のこうした激 しLh労働力流出と兼美化の進展に伴 うて,地区の幾美経
営 と典業生産は全般的にかなり衰退の傾向を示 し始めているo部落の過去 10年間余の動きの一端
を追 ったのが表 5 -21 4,衷 5- 2-5てあるか, この表によっても良薬衷返の様子はよくわか
ら.櫛 045年現在の農産物の版元状況を示 したL7)が図 51 2- 1であるが,鹿産物版売飴か 20
万円未満の鹿家が実に 55車を占めてか り. 70万円以上の農家はわずか ム9卑しかないという.
まことに心細い状態にあるo
表 5-2-4 1戸当たり作付耕地面鏡cL)推移 (単位 ;tl )
水 出 畑 旨十
S.55 41.1 21.5 62.4
注) S,55.40,45は曲林業 センサスより'
Eil.48は開きと少による
表 5-215 岩を業 松宮 の推 移
年 舶 査戸 数 作 付 良 家 作 付 面棟･(全 体平 均) 作 付面殻作付脱 平均
吹 55 55戸 55P 100歩 411a 41.1.a40 2 7 27 10〔) 45.0 45.0-
稲 I 45 29 29 1〔lO 41.8 41_848 26 2d 1〔ー0 五76 57.d
麦鶴 55 55 51 94 24.8 26.4
4U 27 I25 ー 81 16.5 19.1
4 29 22 - .76 96 128
せ 55 55 5'5 1UO 7.2 7.2
め 4Cl 27 20 74 5.1 4.5
# 45 29 6 :!1 1∴0 4,8
た . 55 55 9 27 5.7 15.740 27 i 2 8 1 56
ぽこ L15 29 6 21 9,5 45.2
S ･ 55･40･45は鹿 林業セン サス よ り ,












ここでクJl-コ作に任意 してみると,昭和 27-2ー8年 とろ串入され-たタバコは'相和 55年に
は栽培戸教 9戸,栽培良家平均作付両級は15･7aであるが･昭和 45年には栽培患家 6戸,戟
培盤家平均作付面砧は45.2aと,栽培塊家伽 少しているが･ 1戸当た りの作付両税は実に5






ふやすことは不可能で参ったO従 って'"こCL)ようなえらい目をするよりはむ しろ外へ働 きに出
た方が--"という気持ちが起 こるのは当然であり'襲5-2-'5のIbi.も重要iJ:理由としてはあ
が ってこなからたが'おそらく隠 れた要因として存在 していると思 うo
また,耕作放棄 した励当の中にイノシシの被等を訴える人がたくさんいたが このてとも山帆
･賄 故に韮賓を理由となった. 1











も典薬を続けていくかo｣という問いに対して把, 100労oL)人が ｢はい｣ と答えているo｢では
耕地をふやす夜として鹿央を発鼓させていとうと思うか｣という問いVこ対 しては,ほんのわずかの
人が ｢はい｣と答えてレーるたけで,大部分OCL,人は｢レ小 え｣と答えている｡米菓については,すべ
てQ)兼軸 家かそれを継続してい くと考えている｡ また跡つきにつV'てみれば, 70多CL)人が硯在




う滞留状況がはっきり示 さ11ている｡廃村労働プJbi軒E出し,放英人Ljが淑少しても,避難 皆 と曲
数生産は衰退 (もしくは荒廃 )こそすれ 決 Lてそ寸Lがそ(i)■まま曲某の封 t:化-親授拡大に紙ひつ
くもcL)ではないことの証左であるO
ではなぜこのような仰留状況がみられるのであろうか(.それは 1つには,完全な没落の危機を防 ? LtZl
('ためUL,安全盤距としての自給的戯英を儲もうとする経済的磐田である｡.地はを歩いてレ1てもよく









vL,土地で継 ぐべきである｣という考え加 薬忙お を 占めていることがゎかる｡古楽日本の出村を









｢では,耕地を荒 らしたb土地を手放すと祖先に悲いと感じるか,｣ という問いには 90解,｢土
地-Jb*rLらしたり手放す ことは凝 しいと感じるか.｣という問いに対 しては, 85%の人たちが ｢感
じる｣ と答えている｡r祖先に慈いとは別に感 じないJ,｢手放しても姦しレゝとは脇 しない｣と答
えたノ＼は,それぞれわずあ､2人にす ぎなかった. これによると,出畑へU)愛着心が非常に強く,-ま
たそれか 祖先からのものというtl家 〟の観念に免匝 してレーることかは っきり示されている｡
賓するに,米菓 とい う形をとり'曲勤まイ苧滞もしくは衰退 Lつつ'そ していろいろな間鞄を含み
ながらも,〔この間地点については後 ご許 Lく述べる)少なくとも自家飯米たけは作 っていこうと
する態皮は,鼓低陳の生活保障を快とうとする曲民の自己防衛であるとともに,祖先から受け継い
できた土地を手放Lたり荒 らしたりすることは,祖先咋申し分けをhL,また自分でも道 しいと感







て,昭利 40年 とろから婦人の地産義鹿央も増加 してか り,センサスおよび7ンケー トか ら三 力挽
部落で主婦rfcLf一心 とした加入のイ埴 業紅葉 り傾向を追 ってみると,昭和 55年 6飾, /I0年 8解,
45年 2 40,I,, 48年 4占留と粘加してか り.地利 48年(/EはLIなは半数UJ主姉が,近 くo'D⊥傷にuJ
さにノ行 っ た 少 家 で内職 していることがrJかノqloさらi,E5 0才以下UL,若即 ,全点かなんらか
vJつと'Vjを持 ってい る ｡
もちろん主鋸盾へeLJ負捜uj増大や蜘外政染UL,増大は,それ自体多くCL)問題を姓民生姑に生み出 し
ているか,まず遁接の影確として･主婦CJ労働時靴音放 く召せ疲労を曹徹 させている｡就業VCよる
影軸をアンケー トによって調べた蕗架が菜 5-2- 5であるが,これによっ朝iOj如^あるいは老人の牡












い う事実は否定できf=い.Oそ して,過去の条地下でVL)如人の条件はさらにきひ しか,たかもLtL恥
しかし,これらの間組が新Lく先生 lた条件に支えられて,再生産 されていることには任目し夜け
れはな らなしハてあろ う｡
姓相宿人V)聞出と同様(IC老人の間組 もか こって くる｡三 力原地区て 61才以上 o')全人口に占める
割合をみてみると.昭和 55年 15軌 40年 12鱒, 45年 16%と冶ミ々 (fCてはあるが.Tt.;齢化
か進んでいる｡ こV)よう'Jl･若名流出や如ノJ砧を含めた家族負の他姓菜従軸 i, ます壊す多くuJ老人
を高齢に至 る-1で戯作菜V)重労鋤にととまらせ,さら(jrL家事育児にまでも過Ifi夜負担を強レ､つてレ､
る｡そして如人uJ吻合と同様に,彪夫症を訴え,早老 をひきかこ しているVJも4'凍 である｡
b)消Fr水埠の不均衡な発展
;i,.J此経LfI成長は,そ1Lか大出潤難を基封としてし1ただけに,生産a)台地化,生活vJFbj上,
便利性を求めるgJi民の要求に手軽に答えるも()-,む耽々と生み出Lてh った｡新 しいJli･敷板楓 勝 ,
I肥料から,家庭川'-も気製品, 自動車 ･.･･etco そ してそれが,大丑宣伝とたくみな販売方法で出
氏(,eそo'D欲望Ii:触発 lてき7とojiJi_･村VJ人たちはこ山ようた現金収入の増大に押さ1Lて.栄-XT=化 して
いっJたV)である｡
さて,三 jJ原地Lnh=かいて も,jl宝飯具の触袖).曽駄 -jZヒッチで進んできた｡そVj様子結未5-2-
6(,E示 して･1,･いたが,相和 48年 (,Eは,赫 うん触.乾蝕鰍 まはL･i全家庭(/C,さらV,:岨他機が約半払
稲刈機か約y4a)家庭(,C普及 Lてレ､;Do
表5-2-ム 出機 具 所 有戸 数
.蛇 娩 板 0
出 植 機 L日
(単位 ;鍵)
荘 (1) 朗査戸如 2占戸
(2) 6･55.40･45は;E摘 凍 センサス
b'.48は触 きとり忙よる
水出平均血餅約 4 0a,しかも谷4'L,I(J狭い水hVj地【当で,何故に出柏機か さらには稲刈機ま
で･か こCJように急激に誇大された()であろうか｡7ンケ- トによって,次cJような矧 鞘を･してみT,4
炎板典番人U)理由としては,① A･･人手不Jt. B･周 l･)rJ人がみん を只うO②A･経済的ゆとり.
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図 5-2-5 兼某生活につVlての考えに阻する7ンケー ト
これは表 卜 2-5からもいえることであるれ ｢休む時間が短かくなったo｣｢忙しいばかり
で心の余裕がなく在ったO｣ というのが現実の声iであるoさら忙･ 懐 族団 らんの時胤が少なくな
っ/-ilo｣ということも見逃すわけにLd-いかないo こvTL,ことL-1･時には家族生活J)蜘 岳をも引きかこ
しかねないからであるo
Lかし･人 ･々!ritつ与め "-JLr続けると言 ってし′･るOそして機械を中人 しつつも･敗 を継続 して
いこうと考えているO兼先生宿の矛盾雛 u,G7つつ.北敵 情を維持 しようと考えているのであるO
出機具についての過剰穀粒ということに対 して人 か々どう考えてレ､るかを尋ねてみたか･その答え
の中に 山 間 農村の人たちの考えが張約されてtnると思 うO こ'Dこと忙対 して7ンケー トしている
時,室ZJ7)-rで,私LIi ,｢とうしようも帥 √･｣rLか7とかか -o｣という吉井を純い/と｡佃 畑を
荒 らすわけにはし-か帥 oそろばんtri合わなくても･人手か足 りなし1から横根K斬るほかはなVb
時代の流れについていこ6)と思えば しかたが売い--a｣というのが大背蹄 の人の考えであろうo
こうして,人々は今日も忙 しい侮日を送 Dtているのか現状であるO
(藤 放 鈴 香 )
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第 4章 古代 ･中世の矢掛町
1. 条 里 制 と 郡 家
(1) 条里制とは何か
条里制は歴史的な存在ではあるが,今日に恥 でもそれ仕 方 1町の軸 峻 地として各地vc存在してい
るoすなわち,ほとんどすべてが条里で稚れているといってもいい奈良禽地(大和平野 )を初めと
して･西日本の平野の大部分にわたってみられる.遺構の分布範朗をみると,図のようVC我内を中
心忙北は秋田付近から南は大隅忙かよんでいることがわかる｡ とくVC畿内 ･北九州 ･瀬戸内 ･近江



































































一 条 の方 向 条
A 5 4 5 2 1 19.-
7 8 9 10ll12
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図4- 1- 2 粂岨馴故構分布図 (落合重倍『粂i王制 』による. )
･-55-
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以西はすこぶる棉となって,福山市 ･新市町 ･府中町 ･西条町 ･広島市の各地の付近(^=部分的に′ト地
域ずつあるVCすぎない｡LLl口腹に入っても,下松町 ･防府市 ･厚狭町 ･山口市付近に部分的にみとめ
られる忙すぎたい｣と竹内理三氏は以上のよう忙述べているo
小田郡矢強打 (,こおいて条里制の逮柵vcついて, これか らみてみよう｡矢#PTVCかいて条塵制の逮鳩
が明瞭に残っているの帆 高梁川(前述の川辺川のこと)の支流である′｣､馴 Lの沿牢地帯であるO僻
佗,矢掛を中心とした東方の旧三谷 ･山田村,また,西方の旧川面 ･中川村の地域め遺構は非常(C明
収である｡これらの地如 ,嘆成郷 ･草堂郷 ･最 輝と呼ばれていた所である｡実成郷は現在の大字
東三成と大字西三成vc当たり,下退団勝弟岡依胡鞄 二人母夫人(書簡真備の祖母)之骨叔器が発見








(図4- 1- 5 を参牌)
この矢掛町の条里の迦虻の研究払 永山卯三郎氏VC上って研究されている｡(.旧三谷･山田村の集
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十八尺(約五 ･五メー トル)高五尺(め- 1五}-トJL)余ヲ完存シ,又西辺ノ北半部,北辺ノ西
半部二於テ兵ノ形跡ヲ有ス,自余皆破J&七テル,犬養 藍ノ部分共二東西三16六十四尺(約百十 ･
三メートル)南北LJ_Cj百二十四尺(約白二 十八 .五 メー トル),南北二政 長々シ,嘉 ン小田部家ノ祉
-シテ小田郡司世々ノ錨地ナリ,村上天皇天暦^年(西暦九首五十四年)十二月粂二見ユル小田部
大領,′｣､田郡^′｣､匂臣遂津,同小出臣旦郷唐紙二戚 スO因こ,残存ノ土盛モ矢掛嵯庚鉄道ノ敦盛二









第一.矢掛町大手小田に｢郡上｣ 0 ｢郡溢｣.｢郡前｣の′J､字名(第4- 1- 7図参照)があり
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図4- 1- 6 伯中国小田郡家付近の歴史地図
(I)(IOOIDの記号.引用書記,A
(日野尚志氏による)







Bの南掛i,州1より一 ･五メートルないし- I-トルの高さを,a-Cの南端道路より22メー トル
frいし五十センチメートル前後の高さをそれrれ有し, A- Cが土塁状の高さをもっていること｡






















(黒 瀬 美 智 子 ･梅 垣 早 苗 )
参 考 文 献
1･ ｢条里制｣ 落合重信普
2. ｢岡山県二於ケル条里ノ遺跡調査報告｣(I岡山県史跡名勝天然記念物調査報告J七)
5. ｢備中国小田郡家につVlて｣ 日野尚志 (剰 ヒ1上理二五の-)
4. ｢岡山原曲地史｣ 氷山卯三郎著
-占1-






























































































































































































































































































･｣､削 りをあたかも堀のように挟んでそそ り立つ凄lも 天険({富んだ中世の有数の山城であったこと
が伺えるo
写真 4- 5- 1 矢掛町戊谷から見た遠視山













写実 4- 5- 2 庄氏鰭跡 (矢繊町繊谷)
























崎 ･唐松二伊嵐 此外/｣､船人ノ:.lFf上-各ノ涙人共也 一族多ク中能クナ権者モア]),又大内方,局
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r 図 4- 5- 2 庄氏 ･三村氏略系図




















































:-Lp一日-.I.･.-t' ( 梅 垣 早 苗)



















第5章 近 世 の 矢 掛 町 .r1PI
1.領 主 の 地方 支 配
(iJ 領主の変葦と領利如係
慶長5年 (= oo)の●幽ケ原の職役後,僻甲凶毛利氏の所領は悉 く没収され幕府直楯地となる｡
その後･諸侯化分与されるが,ある時は私軸rcある時に井領化と分割統治され,その親和瑚係は初
雑多肢をきわめる.表5- 1- 1郎帽 e:矢掛町地域を領萌 した諸侯一覧,表 5- 1- 2は旗下一
覧である(
a) #府面拙地










cl 松山 池田氏 ′
池tB氏は岡山藩主池田郡政の弟長音を祖とするれ 元和元年 (1占151¢役で池tiト長車は松平
武蔵守利隆L'C屈L元和 5年 (1占17)2月..払取から術中化移封せられ松山城で 占5D0O石i･
領端することとなるo矢掛町地域では小机 下高菜,平手角,字角,内田,輿山田,宇内.茶棚 .
小林がそqT./儲初vt服L,長華 ･長常と二代 25年脚rc渡るOその後,元卸 5年 (1i19)水野勝











風後月那 ･′川口郡 .伐｢-,[跳及7)伊予風内に計 12∩On石を蝕別 ノ.邦モELt麻Enに城を築 ､ハて居住L
た｡失牌町地域では元利元年 (1815)初代一重以後滞末までその傾裾が続 くO備中L惑5軌の内
2978石 5斗 5升 d合がそqLJ所領で東川面がそC3支配下忙あり.代官所Tr当地にかvlて統治を行
なT,たo
fl 成羽 水谷氏




久也氏は.第9代芯之e;時天和 5年(1685)下総鼠関宿より肺中国賀陽軌 ･都宇郡 ･笹屋凱 ･
按rl跳 ･′｣､田郡 .後月郡内rt移され, 50000石を領萌し庭瀬に居住した.矢掛町地域では′｣､田･
東三城 ･桃谷 ･中村C3内 ･輿山田･塵山田 ･西川面 ･正月 .太堀 ･授海がそQl領葡忙服L.点字 5







小田･上高末 ･下高末 ･土井 ･矢掛 ･羽撫 ･東三成 ･里山田 ･中 ･宇内 ･江良 ･-AE堀 ･浅海がその
領木地であったd
l)庭瀬 板倉氏
板倉氏帆 元藤 12年(1A99)上絵歯市原郡高概か ら耶中風庭瀬に移封と在り,領地を備中国
字引拐郡 ･都辛郡･′J､田君BD内に移すC矢掛町地域では罪三成.矢掛 ･小林 ･上高末 ･下高末 ･土井 ･江1





















束三成村 同村新m 矢掛村 小林村 同村新旧 上高末村 向村新田 下高末村 同村新出 土
井村 同村新Efl 江山村 同村新田 単山fJ村 挿H-1新田 中村 同村新出 梯谷村 同村新田







茶庄氏払 倍JH家綱に仕え元鯨 5年 (~1占921常陸風rj.間城にて 5D00O石を朝市してV,たが,
衣庄汽俊に到って備中国小田部 ･阿苛郡 ･伐口机 ･邦字郡内に2CI00O右を加WIやれたO と同時に
1升 4合,高階 51石 1斗 4升 8合,川面村の内250石 4斗71十.羽無56石 2斗 8升 2合がその





凱 ･小Efl削 ･桟口凱 ･後月凱内に餌地 毛:移され 18000石を賜わP,阿号ILJHTi新見に居住Lrc,O矢掛
町地域では西川面 710石余のみ.長治以後十代 175年lij束末までその偵萌が続 く｡
1) 駿河EE]中 内藤氏
内所氏払 もとより削 り家に仕え天正8年 (1580)伊豆国韮山に 1D0∩D石を槻わるが,駿
河Bl･遠江国内に領地 を移され駿河田中掛 こ居住した｡宝永 7年 (17 10)遠江Lj:梼原軌 .城見郡
内に占400石余の価地 を,肺中国鍵屋都 ･後月執 ･小ET]都内に移されたO矢掛町地域では奥山EEl
882石 5斗 占合のみがその領和 こ服し,李供 5年 (172日)所髄を越後国内に移す7tで内藤式信
一代 11年間続t^ た｡
m) 大坂城代 大化氏









播磨国 ,美作JLEjで 5180石を鋸萌し冊野に居住した｡文化元年 (1804)中務大輔と改d).文
化 9年(1812)術中国後月郡小用軌内260OD石を預 り,同年 12月25日郷村授 け取b笠
岡陣9.は脇坂家の代官所と75ったO矢掛町地域では茶堀 ･字角 ･平手角がその支配下に服し安jrZ一






暗文政 10年(1827)以後術中国上房郡 ･小皿軌 ･後月都内に50000石の地を領楕するこ
ととたる｡r′J､田乱誌Jによると.矢掛町地域で紘奥山田占85石5斗 2升 5合.西)t価 252石
2斗 4升 7合d勺,太堀 155石 7斗4升 5合,操海 798石8斗9升 2合,内田154石d斗 5
升9合,高階51石1斗 4升 8合.字角村 229石4斗 8升5合,平手角村28石9斗 1升 4合,
三ケ原 116石9斗 1升4%,三谷 15L占石 1斗 8升 2合,羽無58石 4斗 7升占合がその所領で

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に50DO石を賜わD桟谷噂 任した○慶長9年(,1- 日 御朱印を受け･三山村の大部分 ･水




















衷 5- 1- 2 放下一覧
Iq) l毛 利 氏 ト 500軸 即 ,.28 (,a.2)明治元 (1868).小林,塵山田
后匡巨) 戸 川 氏小 3.,原 5,nOO石モ金剛 _(1… )触 4 (1627)!束三成
ト dnO細 永.8 .(.u1)寛文2,5.5(i阜62)上高末 】
荏(1)r小EIl割算 J上告 P585-P400より作軌 (2)甑の P)q)r)～- 仕太文中の頭文字と一致する0
--82-
以上に上って,矢#t町地域の領主の変遷及Tjその領有朗係を図示すれば図5- 1- 1の如くにな
るOまた,図5- 1- 2は, 18世紀中頃にも･ける矢掛町地域 を領主別に地図化 し1tものである｡
これらの図上_P)わかるように, 1d00年以降ほほ 100年間,元熱 12年 (1699)に板倉氏
の支配か始まるまでは領利9-]係は複雑で.柿々な戎侯が入封 ･転封7iくり返すが, 17a0年以陣















纂琶-3:-済 じp た I'虐l 】～ ∃I ?i_ 1-.二光■ IT #《O l
l岬 罵i1Rl覇 番 T.d官やト(⊥ _… 一._躍ほI｢岩≡≡…三三三≡≡…≡岬T.可ーN,JSNrO5cq芸ヤーCqーd'03霞匹=川 Cd E)q prl･○ d t､一 Eト (､一†一d トN卜､ L1LT ⊂⊃小 N当叫田状選毛僻《蜜転墓碑Ea養毒躍鉢も与潤F"……即日思巨S' 軍 些哀 転 喝 等 避斗生 韓 慾






? ? ? ?
?
?
(2.tyJ､林 の 一 部 は 放 1■毛 利 氏 俄 有
-qj-LLlm
(5･l西 川 涌 , 太 S.F.の 一 部 は 蘇 飾





江戸幕府は,#府直轍地 (#領 .天領 )を統治するたd)Qこ代官を派遣するが,その管栂区域(･1.
50000石から1000nD石に及T}勘定奉行の下に成してV,た.代官は目見以上の放茶が任命
され,役満として150俵を受けると同時に役科を給され,また,所特区域の石高に応じて諸入用



































衷5- 1- 5 代官名一覧
?
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卿 l様御代富江木様徳田様三木様御出席二而 此匪 御上候趣定を以其方共儀大庄屋役被仰付候御
陣匿其後御用人郡掛高橋惣左衛門横目又之被仰渡 早速高橋様か御年寄様へ御祝儀仰上引取申候
(天明三卯年七月組下諸御用甲 .石井家文甘) ､






(文化三寅年 御領分小田郡村々諸p'倹約薪破仰出帳 五月B 梯谷村 ･ 謂武家文Itg=)
これらの史料に出て くる役名から推察すると.庭瀬辞でR.年寄･吟味役 ･寺社奉行 ･大呂附 .










棉 -[ : : 代巳 庄屋一 路 ~器 - 百姓代










-玄馳 拾四畳 戸 四本 l
内武畳之床有勝手界風片シ組有
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1 藤代儀右術門 紗 .‥
.. ･ 十 ･r･ . i
(板倉家文at)
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図 5-1-4 矢掛陣屋の平面図 (『小田部悪』P505り 槻 )
次に家臣の前掛こつL^て庭瀬藩ではどうであったろうか0年代は未詳であるがほぼ寛政期のも
のと思われる御自見以上名前井高附酉朗六月(石井家文呼 )よ｡作成したものが表5- 1- 4･で
あるOこれによると･地方舶係の役人の扶持- 年令 250石･用人 100石,吟味役5DIa




? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
冨 : 日 (;',
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(1)








7 ( a )
4 (4)
扶 持 米 高
25こI石 - 2Ot]石
101石 ･- 80石



































? ? ? ? ?〜
近 習徒士 小 性 5 (2) L 8石 ～ 6石







屋 ･組節 ･百姓代,その下に一般法民が位促してvlたと思われるOそ して大庄劇 ま数 ケ村Q)統合者
として大EE屋組か椛嘩されてV,たが,まず大庄尾鼠 紘 どのように榊bRlされていたたろうかo襲5-
1- 5は.天明5年(1785)組下諾御伺乱 文敬 7年 〔18241細下緒御用尉帆 天保 7年
( 1856)凱申請御用筒中の記番 より作成した ものである〔 ‥
-95-
襲 5- 1--5 人庄屋組の机成
大 庄 屋 名


















文 展 俵 助 l山口村,小田札 字内料,崇大村,上,下里mH'江帥 '小林 一札 茶堀 [ / I- 7 1/
t束 安 粂 五 郎 / 三山札 束水砂札 -dh-水!宇内札 黒大札 小皿
/ 砂村,._星組村 札 字戸村,三山村,
/ノ/ 凍水砂札 宙水L砂相星EB村
片 山 沓 石 爾 門(央安東太出B後見 ) /I// 小田村,二左裾村.江艮村I 圭 一






















を申し付けられてt,-る ことがわかるO夜も-･, ここには示さなかったが,Li:J兵衛 ･市右術門が組頭に'L
任命されたことが記されてt^る｡以上に･よって,大庄昆親 とvlう()は,その支配地城の変化に'Lより
かえられるものであって,天明メ伽こは2組であるが,文政畑以後5組に落ち着 くもU)と思われるO



































在之朕而 - - - ･大庄屋庄屋共へ借 り出し破仰付恢･･･- - a｣(寛政元年諸御用酎












役人立会随分正純二下目輸いたし- - ･0｣｢-.村々庄屋役破仰付朕勧御礼之濃郡奉行江 ･一~■丁=‥三■-._A-~~_ー
- H oJ｢-､地方拝外御役人御用,11付矢掛陣屋江簡洩朕藤村々庄屋一同出迎 - I- 0 ｣












































































2.農 業 生 産
近世矢掛町というの払,御伝馬箱矢掛町と称する町並を中心とした小さ左町であり,矢掛村とは
違 うO しか し現在矢掛町とvlう7)CL,菓川村 .≡谷村 .矢掛町 ･山田村 ･中川村 ･小田村 ･Jl価 村










そして,そのEB方と畑方には収税丑によって上々 ･上 ･中 ･下 ･下々の5良問があり,矢掛村で
紘田方 1u0%のうち上々E]･上用が 57.9%,中村では29.1%,江良村で紘 50%を占g)てい
･Joこg_)ことで土地条件vl比軟的恵まれてt^るとvlえる｡またEB畑は上中下の位を分けたら.その
土地に応じて検地によって石盛が決的られるが,上々田の石盛は横谷村の1石7斗以外,他の矢掛
付 ･中村 ･江艮村 ･東三成村qil石8斗を示し,平均田方vll石 1斗から1石 2斗,畑方につLnて

















表 5- 2- 1 (その 1) 5ケ村における耕地明細
品 等 矢 掛 村 中 村 江 良 村 東 三 成 村 横 谷 村
歯 群 高 石 盛 'd5餅V割 L, 簡 秋 高 石 戚 簡殻の削 -面 秋 芯 石 越 両横d別 古 銭 石 盛
田 方 上 J～ E)日中 H]下 々 田% Si. 占,q2.良?,畝1J18.9 2.26524 1 9 29 0_ 0L O 5 02日 4 8 4 115石285502.7tl140 5678 9 45 5869 為1.4509m ?_%52& 45 .15.69 1100 a_町2.Li励 s7. 5_0501? 1 .ladll,ふ 4,ll1 8 6 814ム 2 5 11声 812占.n25251 5【】4 79? 50595 64 1.石8,占50_? 11%45.74 82 14 0日】 7.町8反軌 959 7_0,0410 2.&8l l. 05 1 818 142_Eoli55,225i dd6 .8780494 781 1.石84●50 9 22.%47 A? 20 8100 1.石8, 50 9. 1声7.5_20 84
畑 方 上 々 畑中下 組合 官十 2.4_5,02ム 1 11259_ . _094, , u2 05 2 0 42ふ 0 ま 8 54.26i 54245 89176 56 41718 78 1.500742 10.224_456 17 D2 5loo 04.?. 4,2855 2 L 1& 4 2.0,6 u1622 moo 049.49456,85625 71ll lo主1 165 1.00 742 22.25 7a 910r】 Di 4.5, 149.n 4.257 1 i245 2 ま0622 & 1 054.547占5 528 5i 41 2,7(】8 1.I)0 742 15.0チ?,占51 24lo 1.500 7m 4_2 1.80,7a 42
塵 取A 嘗十■ 7.5,8.025100,0.?_ 1 75.817115 ,091 1,a1 A;r,符7. 占 4,7.7.11575.5 4 2 47.758784 467 1.0 耕 JL 5 2,& 1195占0 7.7 ?i 1.0 全印か4.7
荏) 平均EE]方 1_2石 平均畑方 0,7石













村高につvlてql,衷 5- 2- 2と.表 5- 21 5でr)j)iるように,新扱高でvlくと, 1000石i
を越えるようた大きvl村もあ9.-番大きvlのが小組村の 1448石 2斗 9升 8合,次vlて里山は]
村の1187石 1斗 8升 8合,失費倒 U_)1155･石8斗 2升5合,鹿r=-_成杓の1155石9斗 9升
と, 1000石以上の村は 4ケ村に及ぶ｡他qJ1000石未満の村払 川Itb-村の945石 2斗 5升
互助頭に,未 5- 2- 2で示されるような小林村 .字内村 ･字内村 .榊谷村 ･中村 ･江B村 ･授街
村 ･太堀村 ･内EfI村fLどで, 100石末梢uj,ト巷7rt村は,大井村 ･高皆村 ･平手内村 ･羽離村など
の村々がある. しか し,これは矢掛町や上高宋村,下福末村が妃叔されてvITrL/,ので全村で比･/=vln




村が 645石 占斗 5升 91,-から511石9斗 9升 8台に, 100石以上減ってvlろo')が例外であるO





山溝主の水谷勝隆が盛宴 4年 (1651年 )に検地左行-FEっておD,延宝 5年(1占77年 )には
天領の検地が水谷氏の手によって突施されたo このとき.,)1検地条目.恒こr･九は,聞竿はd尺1寸




なvl｡村-筋は上位 4ケ村をとると,小田村 ･旦山田村 ･矢掛叫 ･AL=山村e)J折であったが,村繭fL(
綻小岨村 ･東三成村 ･里山田村 ･失脚 寸とvl{)ようにJm番が追ってLnる∩そこで村佃柿当りg)村高
を計卯してみると, 1町当り小皿村が 9石8斗,矢劫村が 11石 1斗,東三Lkt村が 1D石 5斗･退
山田村が 11石 1斗となり,この4ケ村J)うちでvl面横当9の桝地生産プJは矢掛村と里山田村が一
番高 く,次L,1で東三成札 小田村とlrるoつまり.村両群 も村議も一番高い小出村が,耕地生産JJ
では一番低いことになるのである0
-105-
衷 5･｢=2- 2 L 元称 2年 に軌 1る村柄 , -/･'
高(古根高)l 新 田 吊
成 三 成 村 i lr609.Ud9【I
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表5- 2- 5 矢掛町跳卜係14ケ村の土地状況と戸Jjとの幽係
二村田畑㌃｢._トIー
? ? ? ? ? ?
































荏 (1) 史- 文政 2年｢慧雷艶 々指出明細- ｣(- 家- =こよるo
(2) ( )内vIE)面我と畑面裁 上り知を井出した｡





選 ｣上 月LJL L J l- J3-191
1187 188 1 469 142
Jムq5r…o5.
z1
;㌻ ｢ - 貢.~京 ~音~-
(4 5,4 00)
? ? ? ?
? ? 【】 ?













また. 2Li-当の余裕とは必民人口とも肋係あるので,衷5- 2- 5に1人当りの平均石高を示し
てみると.小林村の1石 9斗 5升.丑山比J村C)1石占斗 4升.中村G!)1石 5斗 7升,束三成村の 1
石5斗.矢掛村の 1石2斗 5升,大井村の7斗 9升 2合等々oそ して矢掛町の1斗 9升2台となる｡
したがって,この中では小林村の 1石9斗 5升とt^うのが一番高 くて,姓民 1人当りの生産力が一
番高vlということにもたり.小林村の余裕か祝える｡ しかし,矢掛町の 1斗9升 2合というのは例
外的に低vlので.これ比何か列の生産手段,あろい比生活手段をも13ていたのでQlか^だろうか｡
村高のうちで,虚民のたd)に年貢免除の引高とt/-うことがおこなわれたが,文政 2年の｢庭瀬鰯











するまでに酎酌して,新検高の虚数引高が杷加郎 tたのだと推定される0 28石2斗 9升7合から
4 5石5斗 7升8合とV,う変化は2倍近vl引高である｡
戸口について払,史料的制約から戸口推移の考察がむずか LL^が,表5- 2- 4と表5- 2- 5
に上ると,宇内相性 118戸で 458人から, 11戸で509人へと移り,文政 2年 (1819)
から文久4年 (18占4)の45年間にはほとんど変化qiをL^o矢掛町は享保 8年 (1725)に
527戸で2255人から,天保 15年(1842)には 490戸で 187n人へと, 120年間
に減少傾向を示してvlる｡こU)円高持仏 175戸から155戸へ減少 しているが,無論は552
戸から557戸へとほほ変わりをvlことになってvlる｡太堀村は宝暦 15年 (17日 )から慶応
4年(1868)の約 100年間はほとんど変化がたく, 51戸で 101人から28戸で 120人
と,わずかに変化 してV'るのみである｡ただ本堀村の文政 2年の戸口が 95戸と多L^のは,大堀村
が幕領と庭瀬鰍 こわかれてV'て,文政2年の戸rjrl史料より庭瀬儀の戸rjをあらわし･他の4ヶ午
e)戸rjが残 りの井領をあらわしてLJlるためと思われる｡そ して文政 2年の庭瀬領諸村々の比掛 こか
t^てvi,何とvlっても矢掛町の602戸が 1番多く,他の村は20n軒以上が矢掛村 と釆三成村と






































































































































































































































































































































































助郷負P_の馬などで. 1村 2- 5疋とvlうことはなV,と思われる｡






















IE'紘実際矢掛で紘綿作はどのくらいおこなわれて､JPLたのだろうか｡表 5- 2- 4でわかるように
文政 2年にかvlて男山田村で508石 8斗 ム升8合,栗三が村で 254石 2斗 2升 1合,/｣､田村で･
555石 1斗 4升 7合.横谷村で 145石 5斗5キト,中村で 2□占石 5斗 5升 4合,太桶村で 109




村が 2･07石,東三成が 1･2石.硯谷村が 0･64石.中村が 1.5石,衣堀村が 1.2石.小林村が 1









村高 〝 l 26.0 %
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宇 内 小 林-＼ 村～_ :右 堀 ⊂±
綿 田 高 .lop.962 552
田高における締高の比電 27.5
村高 〝 21 5
酎 史- - 2年｢票雷雲村- 出明棚 等｣,石井家文昔 )による 6























































米 ･裳 ･雑穀 菜`種･大根･骨油 ･絞油などは全て村内消費にあでて地に,綿 ･豊棄 ･琉球芋･柵海 ･
gr･瓦陶などyi,村内消受身の残りを輸出してvlたことがわかる｡その割合vi.雑(,)47%,鷲




が.i掩 村と中村につvlて上記して きた作物の外に,胡麻 1石 5斗 ･茄子17万 ･柿 8000･








て考察 してvlこう｡史料的制約によって年次的把勧 ;で きるの綻,矢掛町と川面村であり,同時代
的な生民JE･分解の進行度の比較がITきるのは,字内村 ･茶堀村 ･川面村 ･横谷村 ･矢掛町の幕末(
19世紀後期 〕だけであるので,この5ケ村を中心にして輸L',ていくことにしようO
図5-2-2は.先に述べた藤末5ケ村 ･図5- '1-5比矢掛町 .図5- 21 4は川面村の盤民層
構成の概況を,X軸に戸数, Y軸に持高をとって.顔中記敬の各年次にわたって ロー レンツ曲線で









ある｡図 5- 2-2忙上って矢掛町jkど5ケ村V両齢 解状況を比戟 してみると,なお一層矢掛町
の特殊性がわかるのであるO村別の両極分解は,この5ケ村中では矢掛町が一番敢 しく.川面村が






石を中A, 5石未満を貧盤として位鮭づけてみ7-と.燕兼において矢掛町で素姓石井家が 84石 4斗
斗7升を持ち,古典はvlないO川面村も岡林で天福祷池出家が 52石 2斗 占升 6合を所持して音盤
がhfrvLo他の五ケ村において払 両極分解がな好に進行してしげ .中間層の土地喪失 も敵しくな
vlので大高持仏V,なvl｡そして思鼻 もいないとい うことがわかるOそこで諸村に通 じてLhえる両極
分解の分析法を研究してみるのに.この分痕でri位旺づけがむずかしいので,他の方法を考えてみ
た｡ 50石以上の大高拝を重点にするのは変わbなめが. 1□石～50石を上鳳 5-10石を中
層, 5石未満i=下層として分けてみると.矢掛以外の4ケ村においては,山村芳井町にかいて井山
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24戸で村全体の4.占%を.■中庵が 15戸で 2.4%を.下層が 490戸で95%を占d)ておD.天
保期と逢うのは5°石以上の大高持が 4戸もvlて,村高占有峯は 45.2%にも遷してvlたことであ
る｡また中層が少なvlことはすでにこの時肋 こ確立していたようである｡文化 9年 (1812)に
お…てpi,上席が 9戸で 1.8% , 50石以上の大高拝は2戸となり.村高占有奉は 24･4%,中属























1. 『日本良薬史 』古島敏堆君 1972年発行 L･.tI .L' '.
2l r岡山県の歴史 J)谷口澄夫若 1975年発行 .
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文化元年～4年にかけては50人余 Dであるo'Dに対し,文化 15年以降は85人～ 12･0^ と小作
人数を相加させてV･ることがわかる｡
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に集計 したものであり,それをグラフ忙示すと図 5-2-5の上うになる0位 しこれば先にもふれ
たように実質所有地の変化を表わしているのではない｡ ことに文政 9年の公畝 ･石高が低い値を示
しているのは',それらの無記が多いためであ9,｢応分析の対象外にかいた.
以上の点を考慮に入れてこのグラフをみると文化占年カち15年ま仰 約 1.5町妙(公畝 )の土
地集鎌がみられる.
衷 5- 2- 10 所有地(公畝)･石高の変 化 と村別構成 単位 1.08-1畝r石高は1.00-1石〕
矢 田 %l計 %

















図5- 2- 5所有地 (公畝)の変化
荘) 各年度 ｢田畑下作帳｣に依拠 して作茨4J
さらに先にみたように表5-2-9において小作人数の変化もこれと同じ時期にその数を2倍強に
増加させている｡ これら2点から,文化 8年～ 15年の文化年間後半に一つの所有地の拡大がおこI
なわれているといえるDそして文化 15年から天保 9年までは文政 9年をのぞいてこのグラフでは一
公畝'JCしてほほ 4町～ 5町 ,高忙して55石～ 45石と停滞期にはいっている.
次ケと所有地の地域的-村別構成をふtZからこの文化年間後半期におこなわれた土地糸筋がどの地
域において促進されていくのかをみてみよう.
L習 5-2⊥ldh衷 5-2-10と表 5-2- 11(｢有畝｣によって村別の所有地を宗 したも■の )
∫
杏 ,合成 したものである｡




r : -･'･1 1:.･- Lr
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表 5- 2- 11 所有地 (有畝 )の変化と村別執成 ..
42.15
｣ユ1竺














= 二 二 = = 腰
文化 15 ⊂二一二~-~｢Mb~二二彪
文政 4 = = 二二二三:彪顧
天保 4 号二 二二二~=~酪 云
義A._'･二天保 9 ｣ _0
桟谷村 東三成村 中 村 里山田村 矢田村
loos
1二二l彪謝 t-fZA lJ三三｣i磯









衰 5- 2- 12 村別土地所有状況
単位 〔1.00- 1石〕
. 横 谷 東 三 成 中 村 里 山 田 l 矢 田
◆T- ･EEl 畑 田 畑 】田 畑 .甲 畑 田 ･畑
上上々中文化元 下下吾† 5.541020041 55D 7 80.49(】0044 0 ー Z800.14占 ー92 ,55
文政4 上上々中下下 5,825Fdi;5:.0 027占2 0!2'.;三:H 02:; 801.57900_0 1 01.552 -0 I l
計 aCI21 5.481 2,9591.552 0
T天保9Ilj 上々 2.500 00 0 0 0 0 0 0~0
上 1.455 D 0.5120.880 0 □ 0 0 0中.1.152 1.占44 0 D.占99 0 0 1.500 n 0 0~下4.514 1.511 0 1.75 9,8 .5 2 2 0.517l q □ 1.954 0
々 0.888 0.22CI 0 a.25 6)0,050 0 0 0 1.272_ 0



















































































写 実 5 -5 - 1 延宝五年′J､林棚 卸側屈(表紙) (守屋家文乎 )
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写真5 -5I2 延宝五年/｣､榊ヰ寸検地帳(内容) (守屋家文番 )
地方凡槻 伐よると. 検蜘 反別を改k,,次に土地のt(/_･付けれ ,次に石盛を決め.石融 定
めるiJiであるo反別を改める時に仏 ru]竿あらい蛇管秤を用L^て田を一枚ずつ測るoこのIJf'地広
･地狭IA=ならをい ように気か付け,その縦横を求めで面柏を出す｡次に土地の位付けであるが'地



















襲 5-5-1 ,｣＼林 村 の 村 高 の 状 況
古 墳FrZiJq 新 政 1 分 米 ■斗 代｣二々 田 町 LR.一所 イコ ノ白 斗一 5 0 ,25 5 2 1 .215 95 .909 1 .8
上 田 10 8 8 .08 15 占 8 .205 218 .992 1 .占
中 田 8 9 1 .25 11 2 7 .2占 14占 .占28 1.5
下 円 4 5 9 . 07 6 0 7 . 145 54 .占78 .9
下々田 2 1 9 .2占 5 6 9 .08 18 .4ム5 .5
(小計 59 9 5 .005 552 '占72 )
上々畠 占0●24 7 4 .195 9 . 07占 1 .5
上 島 1 4 9 .25 1 5 5 .2【】5 15 . 5L.9 1 .0
中 島 4 ム 0 .17 4 8 9 .245 54 .295 .7
下 島 5 9 7 .21 4 4 4 . 145 17 .780 .4
下々畠 4 7 5 . 07 4 9 2 .01 9 .859 .2
屋 敷 1 4 0.25 1 ム 0 .145 l占 . 04占 1 . 0
(小官十 l8 1 5 .045 1 105 .055 )
荘) 延宝 5年 守屋家検地帳よb作成
･また, 占尺5寸四方を1歩としていたのが,占尺四方を1歩とするように怒った事であるOこれ以




時に授防が切れて水がはい.'たD,田畑が川にfE･,たbして,田畑として使 えな くな った土地
12i8 87石を･川成荒地として引いた残 りが 盲榛 の中で田畑として使える反別でこれが 595.
a48石であるOこの593･占48石が舌検有高といって実際に年貢の取れる田畑の反別である｡
このうち14 7･7 4 5石は荒起返といって災寄などで東名れてし-iったところを,また田畑として
使えるようにして年貢の対象とした土地の反別である｡この古検有高と出高と新開高を加えたもの
が新検高 日 51707石と在る｡出高 40･941石は検地によって増加した土地で,このうち4 0.
581石は竿先出目とし､･3て, 占尺5寸四方を1歩としていたのを, ム尺四方を 1歩とするように




兼 5 15 12 ′トEll 稲 村 高 の 状 況
テ=~二三
?
盲 検 ■ 新 検 .---二 一-1- -- - --
2町8反7畝2占歩!叶_～ _ ←_.1些 2年些.i旦_
1 9 7 .20 1 24 4 2 .01
-'中~田~:｢ 蒜 1 --TT完 2- !l- ~ 【50 5 5
二王亘コ二二㌧亡三三 ･五二二 8
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は漣 引々である｡当来荒引 1･098石枚連々引の中でも-/年限 L)の引である｡ これに対して永荒
林高地飯高引は海牛の引であるo この2つの合31結 d･278石となる｡これを田方529･5占5七l
から引く.と525･087石となD. これが奨原作作付を行な･3た反別で毛村石という｡そして● こ




るから, 115,554に D.占1を乗じたもの88占ム5941-少取米8aム日 石が定まる｡横谷
村の吻合,稲方と絹方で琳米の翠が区別されるのは半保 5年(1718)からで,享保ム年 (17
21)上上欄寅75.が占ノ取で細方がムツ1分取となっておD,享保 18年 (1755)は稲方が5ツ
9分･取･細方がムツ執 元文2年 (1757)に相方がムツ2分取 ･綿方がムツ5分取 明治2年








じたもの0.77585より取米0･774石が定まるO新開田 9反 5畝 18歩について払 永荒引d





高くな･3ている｡新開畑についても1町5反5畝 lS歩から永末引1反 5畝 19歩と当来荒引1畝
を引いた残り1町 4反26歩が作付両横である｡この 1町 4反2占歩も見取によ･3て取米 2.115
石が定ま･,ているo米食 45?･25O石壮.本田畑･新EEIJ8i･新開田畑の取米を合計したもので,
これが本途物庇であるoこれ以外に口米･茶山滋下草年)-3'･口銀が加わっている｡ロ米は本途物成















写真 5-5-3 元禄 2年 傾谷村免状 (73.武家文蕃)
l_

























々よr)免率が高く7 ツ前後である. しかし,図 51 5 -5において田免をみてみると占ソ 4分ぐら





















































































































i早 ○＼Q､Jで I rlbI ○＼､qA:･キI･ヽ. ～令ヽ､ i ヾヽ ◆ ◆ ヰ や ･ゝ 令 や ヽ l<ih ヽ ～ や lTL ～ キ ～ キト ヾ二軽少_PT=ヽ▲●*吋4b～(戦竜哩′'側
也ヽa 41 l I t＼可 ーゝlI a:ゝ ヽゝ + モ ヰ ･も･ト ･ゝ 勺. やし く､ 勺 I + I ヽ + A 寸 寸
省i-蝉o<旦昧 堰 I 馬守 + +も馬守 や. ･ゝ I ◆ 卓､ ～ ･ゝ ヾ + ･i+ モ + +tTL や ◆慧 一ヽやミ I rt▼1＼ ･ゝ ら. 十 ヾ .> ～ ､ヾ li ヾ ヾ JtTL ･さ ◆ tT ヾ 寸
叫姑･う q中量 I t)も電 Y+ ･ゝ ら ち .ヾ 寸 + ヾ + ヾ i巨 i 寸､ ヾ Lヾ + モ I;i ＼ー+; q}守 a 勺. E l l l i ! I 】 ∫ I J l I 】 I I ∫ I l I 】
竹崎 崎 く>ヽbトでり 立～ミr lヽ○､ I Q也 皇 ､ Cb勺づ a 卑′1ち 尽 > 臥 a r1､0〇～) 谷lt＼'q a i (ちA 古 顎 ＼∩一Y)} 穎 専 LS勺 隻冒 a ■
七･吋 ＼15 lQt)' ○＼守 eti qrづ り43 りq 一つト A)b- ～う ヽゝ㌧!Ll tヽ6 Iり ち LJ1 顎 ? i, 45 qbLq' 勺`■ウ り
i 勺･ミ SもI てゝヽ〇､十 Qb＼ rlaミ豆 くヽ9＼ ～.也 ○＼t ミ49 ○＼T)､.JO む ¢＼～ 笥 隻～ ∩/立 %F罵46 守CDi √つ､ ～47dDftく＼aa a く11ち也 boqa ･:ミf § 一■態崎 (ゝ､.ヽr ト､～ r)i 》 く＼< tS ○ヽ守 う i) Ajづ ＼)ち ､qt)tS㌔i? ＼勺 ～Ai rbpi づ
･ヽLl鳴＼ー▼ !渇 竜勺I 告l-r dO午旨 屯､t＼rヽ＼二a }Q＼､〇一ヽ (＼竜育L%; き%'ミ1 ●-i 私逮a
転 叫 l I l I I I 】 】 i i I 1
でヽ>▼ ヤお香賢 ㌔I(ミ1年 LV考I;! 1 I i 1 I I ! 】 i｢勺､Tc<Iド Tch＼冶 J宅e(～ 1 く〉＼q～ l QF＼r)～ 竜ゝ＼l蓋へ 1 】 I i I ､勺ヽゝ守
～'ロ 吏＼ 】I ! 勺■ド ち＼､勺ミ くlゝn?モいI ト､○ヽrl＼ rlq)勺ち くゝ冒 a○ヽ､勺モ らdBrtLl令rl～ 斗ari■＼ほ 辛ゝ? a＼で むヽ､IlLt 勺＼Aq 毎で 逮で くゝモ守 一もaや S守 局ゝへ tiヽ＼ 勺`b＼･○ %勺ち らちで ＼%ペ
岬絹l蛋 右 Q菩 A､勺 勺官 qQ 忠1 隻5'■ヽ ミ 杏 S～ Aト､I ､ち -隻 竜 i 勺A ;ヽ, 曾～lミ 隻.!竜 竜 - iヽヽ＼一､ ! i 隻 泣rY笥
隻 ■ % Kち 義 恕∧ー ■～皇 寒一つ ＼ー首 守 % くb盲 iヽ 入. 喜 登 ～ 賢ち § き%
ぎ 無奄 eg呼laa脊 ､●rY I 1 馬ry ～勺ri く)F実 き～ヽZ竜■ヽ 9立r,1 む～nl 亀rl 竜一＼√ヽ I.§ ～ゝへ ′つでtL 午 モ '勺也ヽこ ＼～a ルヽ○､り′づ Q＼勺ゝ QP＼ヽ､ Cbちrt 竜ヽ 鳶i
*tilG Lq! 皇 態巾ー ーヽ畢 ◆ 賢 lヽq 良 a●- 勺･…% A←■ - 隻 くヽS ～ ()果 渇葛■竜 ◆ TL モー ◆､ 3 .冶i §良 ●ー
S宮崎 蕃r好t!l I l ー I--葛 ●ヽ.-■Lb I II l i l l 1 l I I I l I i I 1 l I l I 1 I I ,
収量 卑! l ! i ･.≡七 良tL～ー I I!l L ( 1 I I i i I1 l t I I l I I ! l r I I 】
it¥ n}q邑 敬I)＼こ苛:>良 qI?_ i.I1 ､tba AfI ;逮ヽ き斗tlf It＼, ■●恵 aeTyミ丸
嶋恕噂 * 普･鼓 Aざ 毎<阜 ､〇a､tヽl 亀'ヽ(記 &毒 1-trI ▲､顎く＼ 蚤､b'r 専竜 隻､ 蛋隻
無a 中r ～ーl1ド)■くJ.)守ヽ[○ヽ巾一､ ◆ O.～･ヽ.)へ､I,)hr}i ■ヽ∩)Qー＼ QP)～1ヽー + ◆ ～d＼一㌧rl1 らrlpY qモ～ ･ゝ ヽF豊ーヽ ､b1-ヽ Cbaー＼ I10′ヾ ◆ ◆ ●-､＼ ･●Aぺ I-QL qbftくつ､ヽ く)､～ %ヽ
Sや ＼I～氏 q41良 塁Eト､a勺ちCb (也､<tiヽ ;ヽILO Jゝ'g隻 む勺隻 %吏 ､〇I態t＼ aゝ●ぐ＼l等蚤 脊6ヽ 一′りbk 5＼l旦 竜隻 a､Itく_ &iI) 良i奄Q1 .卜ヽt<% 竜●-Ai ミ～A a■ヤI ■､〇%＼:(ゝ､モ 良＼○iト.√ヽ 竜 簸息 ■､べーa
埠一､も ーヽ､～ I～′hLヽー 2 i～ tolへく + 近 bt ＼● 電トこ ぐヽ道% ○＼i i 顎トヽ寸 隻 b`I.Tlqe く＼七〇ヽ A ､○▲ウミlqa q)ヽ〉 aモ ＼ qJ､勺 くb＼ 敬 ち. I ら.ヽ ;. ■ヽ尽叉
rゝcb'? ～育†I く,～ ､iI≒ 1ち 逮＼○ ､ヾヽ＼ 1ー% q54j}一つ +ヤtbq (＼cb aey ち＼ーヽ 【＼ヽこl (＼き {＼tL. ＼竜 ＼管 ～i
盟量 qE i i IS～; I I ≧＼ ト＼DL､＼ l I i ; a顎 rt)`＼ I 】 】 qa E rlミ l I I % へIYt ～良＼こ 90> て)早 a
a国や恵 Iち 冒′う ヾー a､ 恥で､こ～) 10itゝ寸 ち㌔ 勺ht6cbち ミq> 守～【も 専L<Ty 守ヽー＼､rqゝ EbeLTlヽこへ L1et＼ 竜ゝa ･､l.
J くゝqfl + 勺､ らh2er3 や. 息･brL､ヽ 勺.･､ ;.～ 逮ヽこ toIrl ′ヽq 勺ちrl a-ヽ qtlrY +勺笥ヽ＼ 勺ぐt l 一つ令rl ちゝヽ` %､ t:b＼ヽ ち ～ ミ §■､こ旨勺､1
哩*'守LqqPth1S勺′ヽ%～ミLIl i anートこ～ aゝtY 勺旦ち I!亀% i 9一1Y>ヽ I I I i l i il I ? ､○～＼こ 仇＼′ヽ亡bC くL% 襲tヽミゝ r}a% 恩領 隻笥
舵 S恥ト Lつ局r< lヽ +･th 寸 態t:ー′ヾrl (＼勺rt顎 a～)Q- ヽli ＼勺守 )ヽ○ヽtb LTt～Jri 笥cb･%くゝこ ､flでヽ.tr) 領rヽtも %~＼q>隻t) 仝＼n､ ､ヽ(ちt＼ !?tir{ヽ TIL.,r1t＼ 告守 竜J, qbi.,+､ 1ヽもpb-. &§
岬l i ♪〉叫ba･S ～で＼■ 萱i 良･qtaキ h'bLq＼二lも II ､ヾ l<i ヽ ち ､も モ ･ゝ ち ヽ ◆ ､ヾ ･も
守持寄 I顎i)1号臥.hrp)◆ 勺等(～ モ 与 ち モ 一ト や ち ヰ ･<h キ i! ､ヾ や ヾ
貨醍 甲 三A + ～I 1 } 千 lヾ ヽ ■モ ヽ Lヾ

























? ?? ? ? ? ? ? ?? ?
I 尊辛 斗鴨ち＼◆lI++～ 上 ～ ÷ヾ 1･ i+⊥ 令 ( + tT､ヽ十+事ヾ++ ･ゝ ヽゝ+T ちlヾト
l▲工1さ_ロ rlG'iヾヽ寸 I一寸IヾI･ゝt ､ゝ lit ヽ やI､i Iヾやしト1 ～寸ヾやi～ヽ~モ ､ヾト ヽlLh %
1I鳩■i噸叶う墳 tl中篭 I巨 七 ヾヽ 上 也 + モ ヾ Iト十一一ド ヾ 1ヽ～キモミ ◆ I ､ゝ ヾ 寸 +i ヾ 寸､さ貰l尽ミ仁-～ ～Iド ヾ寸Ilヾ勺､ー ◆ミ ヾヽ lヾもヾ ･も ･さ i ヾ折畳lI!l古 tヾL (叫 やl †J ヾヾ ヾ 】J ヰ ヾ YTL + + ､ト◆
一マ;! l ll l l i ii l1i ll
繊-* aD＼ち 良ゝti等Fづ 笥i宅 ち描う血＼守LBFl～)ヽ1叫臣i)LetrT}J)Oel捉lトき持 ■ゝうSj+t2【ヽbL音i葛ADIrT)＼oqtj ちり ■ヽt＼Y)lも.a,づ%～G守6豊L5qa～訂atjiaー1Fa＼L7aくりJT7-く＼品ゝaゝLj勺13＼､i勺
∴ ∴l竜fb～へ 良qbfatiゝ○＼や盲e(tも'蚤ほ餐也A○＼鷲a引ち!>を●qP＼8＼､育1甘く)%■q3ち!'%育瞥逮L一一トこlrlf<a aS顎ヽ汁)守 患% 1iチi○＼隻't一驚n?盲%ヽaゝ､亀%ゝきS息i 普也雪
雷 雲車 lIIlー lIlー11I日いJ(1l(Jllill∫IrIJIl
絹* ill lIlI,IiEIi'1⊂b;il(IlI Iド Q立%ヽa.符IL量㌻0く､t葛､a一＼arlちAqlaqi＼oド勺も～Fniくさa-
吾 郎 ち局でJ 態く)ミi箪rt沌Il､也.t＼～ヽ!bt18Q棒ち座守E雪一つR>守Lt)＼rりr草持守tTLii逮申 yTゝ斗tL-ヽ､qで～?モt)E14JAaー＼守t＼託守l＼やSi+le;守!ヾ､lモ＼屯もー12さを
L#恵 ､f叩尊'S一考号i㌔ヽちA■-t＼●､くbP1-塾､i S_･ゝ寸Ai･も弓●塾也や旨I.＼一つ ～ヾ.音ヾItド苛～)嘗 i～ゝ～*′ヽ冒竪 電l等化ヽl寸〇､二設 il＼35.～l＼音%'篭aa～+葺●､i二∵∴什)＼～k1､虹Sこゴ＼○ちia＼ゝ･L.ヽ` 忍ゝぶi怠ー＼'つb◆＼一Tt)L也ド ＼ゝ ～でゝ 卜.＼a+く＼try)～笥寸○＼qlrtゝ･ヾ〉守ミ注l早昏A錘l 3&1上r%主}良&■%I ▲､aド A 態 lヽ + ヽゝ ヾ + ､ヾ ､ヾ
Lm.ど 凄申叫I考鮮裾 l‖1JlIilz∫I車1いF li】II巨 II I I I ! i lIliI】rl E I l
Fー毒篭十 】lll!】i日】ElI l1 IいI 1lllII一 i I lItI】 l I l I
∴ lqゝiヽー ;ミ lk＼海t＼畏こ ちちt､.a-l隻 ○和守rつ亀等 'ヽ斗S●ゝ'立ちPrtY一句.%豆 ､中寸 竜S
･t-iq専用 ､O良蚤!⊂b良Py?ちー＼r叉,IrIS司､蚤A■:つJCb■顎ら(＼tr､t■●I &SI.Tttく竜?S卓笥t＼ヽやAきt＼寸 ､ゝ ･ト li ト､%
岬rb～や ､廿､＼ーYlt笥 ､.Q良鷲.eyN■ .Aー＼i ■､やし1盲嘗 %駐○ヽミi S Ai
!豊 ト､岬ミ+勺､な～篭Iへ怠〟)(ヽ隻ーY育ヽ描や＼tーヽへ～守ミヽ Yーrつl～＼rlヽ5ぺ ヾー ､ヽ ヾー ･ト 十 TlCbrYtヾQi}i＼ ◆ ､ヾ や.YTL量矧 毒 書Fき良aIヽ畏･≒i弓､.rihtu詠一ヾ､i○冒巨 十ち1勺3'h ヾ 一､〇5-.Ia～与､ヽ○～でOi%笥～畏 S_Y}<く＼育杏ai【＼ヽ ･LIplrb-I
i嶋tV) 恵rk鴨レ)Llt nゝl逮I＼qriT<§i隻勺専S＼災Aくbゝet＼勺守顎a .+ ミゝa 冒 勾～!+､ゝ｢つ､千)守iAT)el% tiTL ､ゝ ◆ +岳.局
旨 ～ヘー斗○＼ ◆､ax》nl■ヾー琶 句 盲笥 ゝ`b奄 り＼○ヽ i17一斗I ♭ゝ〉里由*トト( l､F一つモミaCbrth′ヽら慧○＼ヽrdB1りJl監rヽさ←).～ ヾー ヾ 十ド令'tt､ lei ･> ヾ ち
iPJ戒範q〉中々等l封～や さ■iflI●¥■ヽち､＼小一ヽ■'～へも■Sa読1%毒lrY苛ゝ～～顎tkaー＼嶺守､bちI rt局 + 篭守 I穎 モ､&七･､a＼七旨ゝヽー守一ヽQ 洞 I○＼!笥･ゝ Fヾも1 I 旨で＼i"ヽ
或[顎＼臣▲1rl くb＼Q⊃良一＼ヽー勺nty～)貴台勘9adi-竜引射ゝ､勺ぺ l l I ! ､ヽritTiq}竜S､Qへ寸 aヽfr＼勺～■､q†ヾ ド I ～
it＼やヾ1箪引 へ一1Q勺モ■%うやベQ●かこ｢〉領一～＼bq)lt＼ー91､.i恵ni､くIliI･童ptrblf巾ヽrb■＼li＼ヽヨlI軍司 eー<○＼ヽち昌～ll∫ 1 [ l珊 rl1､等Pt 箪笥ト.､～こrY鼓可や1q｢ヽ1貝q: 臣一a篭a)P､%ndや＼A ちa ･ゝド ヽ √りへ■41ト.%顎 ら､くPー%＼ヽI) 1ヽ QL勺. 斗寸ち46ヽー
礎 ∴ 1 l寸i･き､◆･も､i･も. ｣1Iやi1年 ･t 七Iヾヽ ち～i ヽ + ミ､ ヽ ら しヾ-i寄島 罵l噂l ≡も 寸 与 I ･モ モ､ l､ -トI ◆ ～ヽ･一､Iら ヾ li

























i{Pヽ■ 斗崎キー＼ ち.? ド や､ト 寸 ､も 与 + I I+1t ◆ やド ト lTL+ ､ヾヰ ヽゝ ､さ+lヾ ヾー ヾヽ ･ミヽ
*ロ 檀 ヽ '与l Iド 了 l 事やーJヾ i ヾヽi ､ヾ 寸 i7+ド + + ･ゝ】ド ､ヾ+i ヾ
_j t 払ll II l 】日 申I I I i Jトl】ド Iiliiーヾl ilJ† Illいヽ II】lll Il】lIーl
il態甘味う棟･!Itヽ ら ･●IlT.ヾ ､ゝ ヾヽ ヾ l J<h il ､ヾI 十 や I 1ヾ 寸
葦卜空将 li◆ド ◆ Iヾ l了巨 辛I､さ ･ゝ 1 寸 モ ミヽ､令 li ◆ ～+叫出一･ヨ ヾ l ヰ ～I ･ーqL･トl I ⊥ゝ ilTーhlミ1 勺､ヾヽ ､ヾヾ 守i ･も､lく■
Jやド 由子 '甘rt＼㌣ ◆＼也rYPt＼)rlbLDQくb＼it'eb ･.那:●､モ＼`bち 近 ぐ＼'勺ち i～ a a 馬 A 午 q⊃＼ 一も笥 'ゝrl～bt% ＼00＼&!ーゝLl～h､(ヽち ●ヽt<ー＼ち
守LOI (ちL6 dtヾLAbf>ーヽ1つ~ヽ○Qt.i ちヽ L6 ＼ti苛 tj ～i モ＼b ､勺ち ､0づ J, l＼t6I＼ヽ rr)t6Vq 1＼¢1▲6
喰2庸I iCblq〉ミ ～.ゝA rbI) ～38lnrl∴ ～､eta+座 ot>～Yi竜 & 態ゝ 竜 ､完i嘗 くーl一､7P,rl ミ I く1～ cbiQミ 立 召 短q)～%' : 】ゝ 1うF l岩i ちヽbtIJj＼もiI 礼ちI ～I 叫 ○ヽil づ.局 i-壬等 うヽち ヽー 巧16潤 う tjLS～L?
iJrヽ羊 吋書潤 モ～毛馬lミ乳賢i ＼ーrll蓮悼潤 慕笥 ～局j考 a′ヽ＼1ゝ｢ -q_i も｢勺a-I- a＼ー●ミ1 II a.勺竜 払Q§
Iぎ 芸 購 (i.ql勺tゝー(＼.斗 I1t1aヽ qヽ!で I 】 CLatSrl当 喜 引 冨Lltl専ほ く)A寸 罵i Q勺r)a 勺㌔～i書＼ く)勺⊂bゝ＼QrlI)も.へ Qqt＼上 目 ∵ i Iq～勺lb'
l; : /)-も､亡＼1q3-＼QAつ勺~q)〇､守 ◆` I irtllTIL申 良qJミ 3.L<rtJ.ち皇室 ★i 雪 上 ド ;I)iモQ YTL ＼_やヽ､ 蚤a 実損 ･ゝ も､～○＼モCbQ＼TFit<-勺ー
7I卜埴i!<壌 Sqn･tl好 ト音Ji噂事aqa恵一1 ＼1くー烏 ∴ ､ヾ iド 什ヽk隻 rlaIaちEbO1｢吐tzlP1早▲､什〉1!隻ilba√ヽ隻】 吾○､.音iヽ勺CL:lT)8ド i勺-～ 弓等 礼守篭 くb■t＼rT)也 モl貞 賢■勺.lTL
i.l Iiiil 古i】Il I I 】iiI1◆ 1IlE∫ l事1IIIi t I IいI ! l
男@隻杏 ○ヽ噂豊I十 I寸 tTL ､ヽ I～ rゝl寸 封 等＼ー斗?ド 勺豊 ､も ILO～＼ミよ .ヾIト I a＼ゝ ～bヽ ■も一i + 竜Pi1やIヽ 早rl～+L<､
里長や隼 令 ヾ li Iヽ事.f 寸Iド 巨 TLや.◆や iさいi+.l ヾ ヾ l､lド ･! らモー
∴ I;-■､i一ヽ…竃 ヾ ヽ ∴ +l 智 吏F'1 ∴ 杏詩ーヽ Sr､'% ･もi Lヾ､も ヽ%こな】& ～＼! 勺L､% rヽq嘗 b＼ゝP.ti キト ､＼■杏hlt～
L-5増Ii * ＼ー○中量l､〇守＼-1もー､衰Ii守lh.･も､ ､トJ･もa塞.1管 引 .等%＼○rD句'ヽ 旨育t＼ ､ヾ ･ゝ ･ゝ】貫 勺～)●ヤAト◆ちhこヽ4~○ ■毒-＼ b守l貰 日ち 勺､ 蛍､ rY`bゝヽーt＼ tT
凍て打点 ′ヽ璃1-ら I令 ･ゝ I一斗巨 J･ゝ ヽゝ 1>､ト I､ vT. 】 ◆ 笥rl ヽ
帥 き′ヽ･A一芸 a守I.○1喪t＼I+ 寸 もヽち1 ＼○ヽ隻 aく)0､tdlトヽ %●､ ち塞､ 笥恕t＼ .ヾや + 令 Ii竜は 賢一l･も.bkゝ一､〇勺 t<i`も～ SLR○ヽ %～ ◆ハく敬一＼､ Iq良
liー峻ド な !舶ー √ヽ書葦 臥＼qbTt i I A＼【ヾht･､｢.;t>＼ヾ ＼司kirヽI1 iS＼ ArjTh 勺ヽlLhヽ ヽ 斗A＼､n)(ヽCL叫L1 ◆ミ%＼&竜 ?蚤 i考 +dG局､ー＼q}｢ーこP'1◆
蟹CP■ 亡ヽ岬等 ～tTLヾ & ヽ ◆ ･キ上 ◆ † +◆ ヾ .ヽ､も や05 ､ゝ
貴官唯蘇 1＼也やミIF)･etl貰§% ハヽ-.r1＼ト) 一斗 lヾ iヽIl; 立○＼＼芯ーヽ ち▼ヽrト;､＼:ド.l態＼室 :.% ･モ + lTLきち ～ー＼rbn ∴ヾl!i (ヽ､〇一竜 官＼q～＼ちiEtゝ ･ゝ ＼tbこ～'qtゝへこーb lTt
舞 茸I ◆ I◆ l◆ー くヽ ◆ ･ゝド 到 . ヾ ヾ ･ト i ､】ゝ＼ヽ○tヾ li ヾー ド ヽ モ ら
ヒC* i aVO,ti.ー &! l ll i 辛 l l圧 I ! Jい iiI I lIi¥､ 守a I I ー -a l I
iFtt…しーアミ1qJC;くもrt くbヽ○､r1 . it ㌔iヾ. 3'¥rl㌔､qもてヽほ 上tlZ 良ゝ払こや ト＼一ヽ○く･ 一 令i ○` ･ト i･%Et)lヽ ミ勺Liつ rヽlち 1ヽ･尊ゝ√ヽ ･一
や ∴ l勺～ 寸 キ ◆qL i ◆ I十 ㌦i 寸ヽ ◆も ち + 'さ ◆｢ ヾ や.ち ヾ + ら
貿蛋 く〉ち～ ヾ 斗i I 令 I Iヾ lT.I Iヽ+ ち ◆ ヾ ･ゝ ､ヾ ･勺.li勺】蟹Ei=;r'Lhよ1ゝq ヾ 寸､ !令 →ヽヽ ヽゝ i ･17ti ◆I ヽ 寸 l 'ト ち 寸 ヾヽ ミ ヽ ､モ､◆○ ヾ



















i蛋 檀＼ 【 ･モ､Iー ･<Lヾ 寸･トや＼や令Iや､寸 寸ロド 1や上勺･th 1i- iやし寸 キ 寸i･ゝや. it警 長 ヾー ･ゝ 1 寸 l辛 Iゝ +tchiド-ミ辛も } lヾ★ヽ I 早十 ･も. .ヾ･ゝl ･ゝb ､ヾ･ゝ
i福長Iド j+ G<; 巨 1IIrl'‖lII早 I卜 IllI】I1一事 , 】Il卜 ‖ 車 I! i l I l革 8<J3枚 a鷲 モ 勺､ モlL十一～ドi･<､ 寸･さi～i や.上 斗ヽ ､冬I モ I-I･モ ･ゝ 寸 ヽ蒋くーキ鳴 tlkミ i. lドもド～ ミ 巨i 【～ーモl寸や. Eヽヽ ◆ 】 ヾI ､ヾ ､ヾ∫yTLヾL巾く也ち くゝ収量 ･ト ･モ､ ヾ iI 1ト tヽZ寸i +令 [モ 寸 ･モーヾー勺･<h ヾ ～.章 ､ヽi
セ 噂 鞍勺 虫 ＼㌔i)kl＼R}局lv'q⊃く＼hi)＼doTLtlつー＼Qq) nl＼ I) ＼○ I引Q＼､くゝqR.くもちゝ aくb毎(Icb㍉I＼)a､勺 lvd a一ot【＼ ＼pt 顎＼ ･きせトミ＼}iLD ト.i, ち 買いJやLjS 守Li16ぐ＼ちL)L9PiP1I.5一＼L6 LlKらL6 fbつ う ち
買ヽう 瓜､ト1ド 帖 もi つヽrDヾ qS LJ5ら滝ゝ ＼～ちLi【ヽー〉)tT ＼勺一､斗ti tbち'
ギ ＼ー:Yー＼lY勺吉～ ト.ヽt> ＼ーaLSQ aIl〉沌 ～hlq篭欄 ヽ･…′ヽ～ゝ勺鳥.摘 ～■ヽー＼%守.害毒%旨t1rl≡.bq32ヽl馬 礼史●､■1.ヽ小＼tbI)記i SL＼ち.r1 ◆､CL 勺%蛋 や喜 ?守;盲 a斗 ;l t.i ちi.良Jt､ iこき.e<也モー %ゝa盲ミ1 き i -% 守i t<a
絹噂 .最 勺ちへこ I ql○ヽr ＼■～rtII JI 車l IhIi I＼､勺t<l 1I q)～(ヽ!鴬I】く)也､○Q＼～hVIiQ竜～ほI SI-E)くも貧ii b･ゝ～ l●～ ＼胃
砧P (也tl唱言 ･ゝ 棉 ～早rY＼Cbla＼モCb!T)ti奄 dEL勺ヽ.モー らヽ ヽ勺､I】ド aQiヽ ･ト LD､勺■ヽi也.{＼○顎･ゝ午ド l普ヽ等
･伸ちヰ i lQ整a (也r＼lT`】b■ーヽ+>＼ク十a 午れ､ヽ一alQorb○ヽくaE&＼∫篭 +r≠ モ～.七､.;ド日1 iq=;lモ､ー令.ヽtl 態%QtlqQi ･ゝ 勺, ち %邑 ～ ミヽ
キロや叫単量■】I I I I )日 Iiiii.∩i I I I3r7キ+ l モ キ モ ヽ
最 与l-1 ド 】ド 】Iい 七､1 ～rlヽニ QryTtも i～巨i ～ミ､!ド ミさ く＼`bTlら.Cr<%SLlTLトヽ らrhドほ ＼でゝ01ヾヽ I + ･<i ･th
蜜一考a一〇tQh_I十■+I､ゝト ト ト ヽ上 ヽヽ く上+ i F ◆ ほ 寸､ .i +i ㌔
@早J4卜 警 i ◆ ､ヾ ド 朋 封′ヽi武一守1､〇＼lq>Fh; Ilヾヽ ド 車14. .tー く＼ iモ､上＼蛋笥ktーヽ＼■ ＼atJ.Si ､ヾli li ～%ほ ･一.lei
Gb碑*Iや曇†ヽヽ† ～Lヽ きli葺I豊､○ t＼t＼;ほ モ ち ◆ 令 り々ヽーやと一＼ ち ･Li Sとモ＼ ～ I tia:一＼I ･ゝヽ顔何基_守1･埠国 I- i TIL ･ト音cfYl + tTやし I キ ヽゝ 【ヽ､8顎 ･さ ･亡. ㌔ir＼･ヽ顎 †ヾ i 寸､I卜吾ドi ～+ qヽl<`＼o 〇､勺守一＼ 小､量e＼l含ryt＼+> .ゝ ド ＼○ら)小 ･さI愚竜 勺竜一:ち患 lei ･さ ら ∩ー勺､○潔 ◆ ～
" IS も.Lき1ら ･ーち.(ミEbTltal%＼笥l')可＼くb(ヽtI.)◆ヾー 寸 Iヽ +q}aQIゝ ･も 十 ち 至.!!- Tq&＼t1-ヽ ～.･も ､ヾ ｢ヽぐ＼～i ヽ旦1-Iやltr_IIl ･キ ち ～.I十 らヽ 1 √つ~､○ ヾヽ ､トlTLち.･ト !≡a ･L､ + モー ちヽ*中崎泰喜%LQeつ ◆ !＼～〇､一こl 書 ほ 勺､Aゝ～博一,I ちJ ､ヾIド～ ヾ ､ゝ 圃 ･ゝ ～. tT !?ta＼ ミ､ ～l ･ゝqrヽ㌔)i専!芸lもやミ Iド + キt 上 YTL I モ ちq3＼ゝ ヾー !† + 十 ･～. }ち ･ヽミち ～. ･ミ モし令
IーJ I I Lh～.I1ゝこく＼%勺､ヽLQls?ゝ`'り I IlIi [I1 Il Iy+ l i I てヽ)鷲S3'勺 l l I I I IE＼.～●rP) Iliポ叫望ヽl lt篭 令 qQrlち 忌ゝ'り ミ､ヰ 十√ヽへ一首一寸 や.～q＼√ヽrl) ヾL ･ゝ t2%I･さ ､ヾ ミ､ i ･ト
岬 *〟)や竜勺tQLlr Iヽ 】辛 E l>l 上 I ヾ 千 ヽ ､ヾ ･さ ･モ I 十ヽ早票 ら ,ト ･モ. i 寸 I や Iト 寸 TIL 】･亡. ～ % 寸



















i鷲 中ヽ音JI+l l ヾ lド 礼○ヽt!＼ tTL 守 Lヾl-i li ･ゝlt■◆～勺､lヾ､ tTL･ゝYtLIちJ･<h 与ヽ
増口 rlk呈Iド や.ドl､ゝ ヾ i I◆ ヾ 令 寸 ヾヽ 寸. ヾヽ ヾヽ ･ゝ ちJ ～.
!…ちi*中l巨 III I 辛 I 勺守 li ◆1ド 寸 Lヾ ◆ ヾ､も ､ヾら ･古l輔柾叶電上J Eヽ ら七､ち ド ノ.勺.∫ I くll l -キー も 寸. Lit Lヾ ヾ +*<l軒一味 lrGrlt I lー I ち ･ト ◆ lい ヾ ヾ らヽ l■ゝ .ヾ ･> > TL> i+Iヽ
輯枚ーヨ く)b孟 tTL Iヾ◆ lヾ ヽ ヾ ヽ ヾ ヾ .ヾl .ヾ や ◆ ･ト･も 与 ､ヾ l◆
懸阜蝶 膏 く＼'l) ト＼/らq>ち Q＼ヽーq)ち 亡＼I.､t6 ＼Oq tJ)勺 ＼rll＼～ (ちq〉 小一C1 令毒tDfL､l･ゝ へdoち h`七46 SL 聖 ＼rla 脊 孟ゝ､勺 a 尊 (＼)也主ち も Q寒L) もヽ ら
h43b- qBt6 ＼ーb dQ{ l＼ち 斗L9 I)ち b`t1 i)(らij ,㌧ くbl L, b tQT) 七`ち ～i? ＼Ot) くヽ～)
Gt ○ヽFTゝ Jy}'㌧ ○ヽ∩)4,9 -～勺HiヽミLゝlつq逮ち冒ヽ(I守 rla rbL?ヽ→ . h＼arY斗～L6 竜 漂う′ヽト＼ S : a a 臣管tr)-a午 ○＼チ-ち ミゝち a ○＼Eb嶋 】札や 1ち )ti ti 1りLD ヽヽJA.7 Li rう a tjLD q)つ % も､46 TlODY)L1～lウ
櫨ち モtl l q＼隻 1 ･t Ly)【ヽrTaミLr1勺iq､管il I 普;ゝ 血＼竜～.a :ITy～'ミ ーヽftlirltヽ 告～.ち膏Tl)音 ＼rl～隻 ～I ～勺､へヰ ◆ ry馬R1'しヽ寸モ
端本 喝r (li1 く)ゝひヽこQ符qr0'Qry＼iモ19寸t＼hdq!領%勺､＼1%ド ++ ､ゝ 竜､勺 rp)ぐ＼(ら い て.～_I1 竜毒 ･専Il ＼q}0＼～ I⊂＼S [i てゝ～r＼▼ヽ lFiーr>l l
哉ロ 寸～噂芸ヾヽI QミCp)～ ㌔.■ヽ○qミrtitL～Iら モー rlド ヾー I tI I代く 主1 葛で 勺､.ド 也くl･もk ;でlも ･ト ､キYTttTLや
!転 rY岬蔓il～ rl勺†ヽ%LiL q§ r1a■＼ち ･ト + ･トキ描代 ヾヽ や､ ､ヾ ヰ も ●､ち 冒ト.｢ヽ寸 馬､1ヽlT､■～rl【ヽ Ai◆､ヾ勺.･ゝや､ 寸
堤Pi 卜ヽ斗1円りlibIモ 寸 ヾ Tt 令】 I ヾ ド l･<Tt くヽ qaヽr1＼ +寸 i I 寸 ヽ tt や､ ～
破 吉事 冨 ト聾 ～ ､ヾ ､ヾゝ ★ち ヾ iちlヾ､ヾヽ ytモ敬ゝ▲.5I.I ＼ゝド ･L+ ヘ＼r<ぐド ･さ ヾ ･<h 勺.
ドi q■G7奄 ､ウ叫革 ∫1 ヾ I ◆l1やi.1ド ヽゝ ◆畠 ; 寸､ I ～. ･ト
要田!蝿 Q掌.識 ･トI iS-lド ミ＼○A､g:,旦尊ai】勺lJ +i令IきtiL lit トヾ S 汝や患 ら 勺､も～PD -i ドー L>･ゝ ヽ
LQl◆ごIや i ＼中量 . ＼t<d冒盲 ～＼記ト､ 寸lヽ､NTyト､ + ヾ I ＼Qり､t Ll福や＼ %竜ト､ ＼句東h ヾヽ ､＼勺ち ､ヽ一領一＼ ヾ I 'モ + ヾヽ闇 ト､中ミ lド らくヽI Lil ･キヽ 隻rili 寸. lヾ ヽヾ･も1ト i ～
早電束 中震Y)el t 尽ゝ･:-i ■ヽ誌守 RヽqbLTx)ti 寸 ･ゝ く～1 Iゝ､ や､E◆ ･t.ヽゝ ち＼隻 ゝヽ定一＼ほ &Qqd'l＼ ら ち一､8'Ebつ%'Aー＼lJih 勺
lf局itv〉 恵 rl･書 rl～)tウi 焉馬 rlち%+ ～ ら 勺､ ､ゝ ～teO.i勺 ヽ ･ト S毒司～膏E<､b勾守令勺､●lYRS.埼やし◆ l や
繋9歳 守やヽ ◆ ◆ 辛 Lヾ､もミ､や Lヾ ミ く七一 寸 寸 ヽ+◆ヽや ･キ +
盟甲rq 義 〇､U,母L< lI○＼勺aも71_◆ Q＼Elq ○＼b寸､ヽ yt ･> ヾ ○＼勺ヽrT)寸 ヽ ヽ ヽゝ､Qヽミ一 b､⊂勺-釜tBゝCb～'ヾ汁)令 ～､礼bCiも■～ ､ゝ顎穎I++ ･ゝ li ら専√り○やこ勺tもヾ ～ モ lヽ亡＼【ヾ○～ 良3 iゝrl I S ち.】 ･b l ち叫i J?I I i巨 Qdoくゝこ l I 】 I l 1 i 】 JE i I 亀ぐ＼再 l i I J l (壬 f I
鴫､勺仲Srヽヽ Oヽlqorづ～)lt itI ､ト十 ◆トPヽ､ミートーr一一 ド I +さ～ヽirhほI■ト+ ◆ i･ミ く1A顎t･も 令.･:ゝ + /
串 lL* rー7叫ミtヽ■ゝ勺+ l t､ ヾゝ + ヽ l+ + t】 ､ヾ ヽち ･モ キー i
磨笹秦 rヽqLqI十lIド ､ヾ勺 +i } + ミ ～ ･ミ さ- -i ヾヽ や. 寸 ミ◆ヾ ､ゝ 寸_
壁中鳴 .り√つtqLba litI ヾ ヽ Il ､モ ､ヾ 勺千 寸 ～ + ･ゝ + l






















年 号 右 51 志 ゑ ノ吋 葛 取 水 .竜 ロ 凍 歓57 納 兼 免 率 'J､ 泡 銭 ロノ根I 純 銀
i田畑 熟田畑1.430 計 太 甘 畑 叶 卦 本田畑 新物 軒 溝 田柑 射℡知 新 開田 増 美加泉 牙 高 見 名付鬼 山車斉 煮阜斉 tL'薮序 文 地頭 盲仰蕗上
_旦_ 錬 月. 他 軒
文ス21'/84.) ノ6JO只.′33 局J'//.433 ノbJ2.170 .6 Jaj.i/a .ち､入タ.ユgd 二言.ノPg′弓JS.ia2 J67738jEPカI.ユタ.2 .ロ7%./3/ .8432.573 ノ6.5LZO aJ.〟? ノら/.=★3ノ母bLP.370 .8/}リみ′1 JET.ス5tJ .伝船)PQタ ･l/i;∫77 ./JCLF4' 〟eo,00 乍/.2.2 才JP,Sc ヤ′L～.OC 〟i:,I_I 育/Sd.タd
∫ ク ◆ 〟 / -クI/ ? ヱ_ 〟 Jt/ チ / 一夕 ◆タI.JP/ 〃¢ ♂〃' ∫.So? .F.7JP
元 始,FLl(′ai4O 〟 〟 〟 - ケ ク 〟 〟 ,/ 〟 ♂+ † l〃 /y 十 〟 Jl/e ′- JJ〆′ J.AJ塵盈邑 I 〟 チ i ク 十 /I ク 4 / / ･7 4 4 〟 / / √803
.2 /y 〟 〟 〟 -クメ. 〟 〟 〟 / I/ ケ ヱ 一 / 〟 i.wc Ur7似 ∫ノ〃 ､377dd l
3 〟 〟 I/ 〟 ケ 〟 ′ 〟 /I 〟 J'/ + 〟 〟 ･'/ )._Z/7 4U/.JRTー JJg/J.3人r
Fg溶jEゝ(′36C) V - ラ ′ノ 〟 〟 〟 0 I/ ? ク ∫ /.P/L㌻灯/.句7 J.3lL､r i:軌 P
2 /, } Jg.,qli - 37380 〟 J/.378 7dP.3V.,7- ク WL?.DRf グHPV7 ◆ J一707 APt.ス乙～/3./0.～ - ●ー S,SVl 3.8}∠ 卓13(′〆3 ′タ′1.t歩｣墾 ターrI]J<14㌔
∫ 〟 〟 A/ L,'2.370 dC.i3; I 83.933 /I 84./JJ 7.～J.′PaA/ 7}?､くタL>CL7.gC2 ･> I.ク}Pl' dN,/タP ノリ,JJg /4(27汐FDデぷ7 3T.CU2 J.Z.2( ♂ク.♂∂ J{22 J2.､5℃ ′).ど)0 +JL1 .WLJP〆




i 占 iご檀 EsJLdA ; Uう ､一I ド 柄cJ pLl軒 ド ｣ー A ≡ ト 辛 -1ほ 陸 i車 ド .II it 1号lI I. l ･ 卜 d
! 董 叫 I uiII ･一 ､d ･■ t I i l喜■ く〇･Jl ･ dヽ (〇･J ､ iモ モ Iキ ド i Ji十-t .- lt ち
LG= lモi t l ⊇寸…ー ､○ u1a[ ⊥IドF i rJち I
辞 ! 冨 壱 l一 姫 C■ IL慧 lItlS 覗 … i≡ l !;l g7d 司 IJtd ■ I 附 i.｣ 一ヽ
l】悼i右モ≦≡W汚 せ 畔 郎 : ? pdl 5iu 訃｡ l (～I 1ミl≒ I ち I l + t紺 ら ヽ ls l l N1l l I i i 1 汁 i l≒ lIJe Eti t I主 } d･一〇､ーヽ t rJ tJ i pJ eJI 辛 A 七〇rJ lモ t ■ 与 t キ l I I II
!右】～;;L も 項 = : ∪ヽa､■N1 i % ■d pJ 山 ヽ t 一l ～ i 早 ■1 i ■ I. I キ ヽ
藩 ■ ■ H≒I≒ l t lt ミ】 I I i I ヽ
A I lN,∪づr"tl■≒ i至 -1 teIl I め l望 eJ I . 辛 I+ I
蒜F 逮; 管 ct) I:-.i 1S.】Fq 】★ I ドI! iF lモ ll 1l Jモ!ミ】 il卜 it l l I
■一i 一一 Ii l IlI ii Il 】ll hI l lI i . l l l lいl I I lI l Ii I l l I
# ■1檀kcdI Id Jー j喜｢ lヨN1 I Ni 一書l II F 辛 A IlI 】ド! 事 ドi Il i I
# 檀一 pOlbtl.〇号 や田振 , ち ヽ 】l l ドI i i r小 l 辛 lミ I 】 !…ドーl ド ヽ Iーモ !(
i l I Eモi I Iミ ト; ! l l I ≒ lf ド ≒
班 1 Jモ I. ■ 】 ド モ iモl 1 【 I ≒ !モI 1 ドl キ ト I rlー














敬蛋 IF:ut ヽ I ■lI l ≒ ヽ ◆ ■ I ■ I! ≒Li lーtI iド ◆ モ ■卜 ◆
斗= ヽ l it 】+/モ モF 辛 i i t ヽ t IlI ◆ ヽ i ヽ ヽ ■
笥潜i P(#∃戦 d li ～ + ミlI + 辛 itl ◆ 】 + ! E I モ t i ちヽ
秩a描 モ l I liI + 】ド モ t ｢
I(☆a ～ l l i lt t t t
常～ ○ミモ:Wボ悼 文一 LtI td LS ldl uう LJ,I =7u1 A Uil≒i VTItlfL^ 一d L^ A 演 U11喜 ui UTS A A A LrSLgu1ui ■ u,I Lh dヽui
弓 ■ tLTS Li 】冨A LrIA V5 Ill ut L^ I L^ ui バヽ V1 N1ui lJ,i LrL ui ui LrIl V3 L^ ld1 軍Uづ 辛 L^ ui
*蛋 1N1 ･一揺l 〝1 -:. ○.:IddeJ､■i表 l rJ ○: ■ rJI昌 一ヽ i一一 ■1 d Il JL -IF書 l■ ち a
a l l ■喜jI≡t14) fJ～,l Iー 1Jt E軍 l I Nl l I JI I l 】 N1 J cJ l l dl I I
#lコ l孟t⊃ !喜idlI dd】 Ii a 】≡】ai I d 8.■13aI 】 Z≡ Lro一三l E I a a
栄轄月米畔a+ ･■ Uう Lii≡I 辛 i toLh rJ 一軍ほ】 A cJ t三 i… l 1 it l 早l IhiJ ちi喜 一sLd J
求局～ I事●l t ll f lモ t 辛ほ l ド l 】 与1 l ｢ 】 l
中廿 l=.tlR .ゝjt< 一重卓戟Ir tOiI: 長 く○点 tt!｡桔* l ド I I lFl (○1t:淑R 3 1亡○1iN }ー lt!瀬IRLt!司I lt!柴冨 l
?
搾#昏 右 l写吃 ､d 雪Ld ot U1 E 室 L N ! N駆 き 烏○: Ni 引 ･ l …
di A rヽ_l 宅 ｢ヾ ･J31●d (○ リ,i
思F 蓋 Lpl 一 ∫ ll ･■ ' 害 l■ く○lLi Vt lLil Fi l 至 Fl く○ I ;lL1 ･J ■ Iキ …
烏l 溢 Lrh. l l l l ド 【十ll l .I ー 】tII･JN1I l Il r】lL'li
lモ田+ 堰 ･dl 忘 V1 也 巨ド Sl宅i喜引1 芸 l rJ･l ▼ヾ d5 七L lq〉ト:l■
○ヽtd '■ U1l ○.】…A汁盲l≡
轄キ:W 右 檀 ト.こ ミ モ eJ ! sd l ■● rヽ二I ':巨 l ･■
里El拓 G. tI 一一L lL l I 事 上 l l ll 卜 il!≡卜悼了 Jl1i J ll巨i臼! # 癌 悼1 A 1 i rJ くゴ ･■ ･■ ド. I.ヽl ! ･ほしIlドI,■i 軍 ､dI i;l I,ド rJ冒萱
博 に 嘩 l 望 lt I t A Al 〇､ J @卜 [ 宗○.ご l ,I○.こ d}l I 喜 圧 1 g I ○.: A 駆 alド ●Jl
i. I J lI l l 】 l ー l I l l l I 1 上 I l lI I
leElG # & 痩 q5 l I I A l^ く○○.ー ■ p.､ 圧l 宏 ○.; A r< ～ d 〇､ ■ a l 巾 d ヽ ■
卓ぱ Ii t I l pJ ･一 d U1l ･一a rJ
輿喝a:特 E il I tI l I F!r 上J ★i1 ■ltE t t ■萄辞i@ 上 持l 曽 l! ド】I . ド I I
叫Sl叫l l l l :. dほFNーヾiIほほloIl - 座 ーヽ l 一d l i .lr S I｢ ≡ i ll
舵 堰 ll l 1 . l ー l一.ヽI苧〇三 ぎ喜l ほ F 宗d q>[ ･dl芸Jl くゴ l 望 Ai ≡ ヽ去E)塙 ui● トドトト l 1.～ 汁
i SE堤 Lg. J I 一1lt ll l l l I A I汁 IllIl I l J l 1I l卜
忠li ; ほl≡ ld ■l I】 ー l ≡ ■ l l I l辛


































栄+檀志虫控喝Sモ辞将と 巨ド LrS Its ∧ヽ Ld ･■巨i J ∪う[ 喜 ･d I鶴 一■I ･一 ､d ･■
･■ ･■ ･■
雲 十 重 l qa ; 再 pJ rJ A苫 Uう d l 喜 l S 巨 A I tJ巨 N1 雪 A ■●- d d ･くll - a)d d 〇､
a蛋-:: 萌 こ套言上 t %i ■ rJ ～,l t l ･d 也I lI上L. d トl I ; I + ≒i【 Ii 辛 %l IJ ki項 l I I ーヾ l ドい ■ i J
SUN, ■ ★ ヽ i ～,I 早 辛 ヽ
笥潜 令蛋i# 良 lII 辛 a ≒ d cJIド rJヽ l l 上
i≡ 式 ヽ I ≒l ･一 E 辛 l】 tl
咲せ一献 8○.: I モ tI I l l I I i ti
t浴○駆 ■ I d I 】 iド I ち I
#収∃…｢i≡ ･■ i 冨^ リーr =-∪1 ･d Ii ≡r< ･■ 上i N:こ､dト､ ･JL svう 三･JLLi ､d i I ･■Ld
ニヽ l =
干ヽ Sl ui Li U,I 壬 圧 uilOヽ【=再 ld VTS 読l C○ ､d
ui ､d
… 卜 冨 ■; 読 -1 ～,I ･■ l ､d ㌫A I :rJ ･d uう d af 再ド a cJ 毒 E 重l喜 A N1 Li a
汁 ill ･lL去 ,き !l l l1巨 ･ZI l Jき i 一l I ー l .E I IJtlJ巨⊥
芯 岬ー#l li I l l 】 I l I l J I lrヾ 一 J E≡ !lal】la栄ロ持[ ■dI d ≡ 】○: (〇･一一 l d a p-J 〇､ r< Ed; I･■ t○ 也 tI 空j









*蛋 ｣払F雷I.J 〇一- I + I a d ヽ I a モ モ a 〇一lゴ ヽt!=a a ■ a巾d ､d ち ･■lI N1 tl lE･J i ■l
*lコ 逮 鳥lJ tJ ● i ヽ I ■ IlIl lJ ■ ヽ l > 守 辛 く○- i ■
習癖i 琴 軒 l i ら ≒f ◆l I 】 ～
磨う 輿 % ヽ ら モ 守 早 モ ll t I i I ≒ I tl ≒ 辛 i; .' ■+ 軒 i 】 et モ I a) ≒ 早 早 ら lド Jldらl 辛 ≒ 一一 Zt ■
Iト【l ≒ 辛 (-) ･一
頼朝 LrlJ ■ ･■ ､d ･J lSJ毒ほ ･d ･dt E･J ･J ･○ Li ･duヽ∴ Li Li (コ〉ui ■一Lt
hDi～ ･J ･d ､d . I ,o =LEI..J!J計 誤 岩〇 ､ O thJ uj ul i悼Jl ui ∩ヽ Li LS ld L5 Lt N1 Lt l Li i ■ リー ui tJ 一一ut
栄蛋 堰 トこ LJ,i ～ A ･一 ○.(-) 一.ヽ ド. eJ】 LI1 rJ cJ ･一 Uう
-Iト一 A A LS :JeJ u ド.` d d ･J■巴 rJ ･J ■
葡 虐 J l雪 l l - J i l l l I J 卜: ui Ei･d I A l ､d 卜. l ･d l NTF iJF I tLi a A 05 J一d■1
米ロ 噂 L^ ･d ､d ･d L5 ･d o}ut ■I: ･d i 辛 -1 ■ ･d ､d ､d ち モ ･d 一 ■ ･一 ●d ･J 辛 I
悼米& &堰 eJ A Ni ･J Li 也 ld ui N1 Lri ち i ■ ▼JlJi ui t prl eJ 盟山 ヽ ヽ
i8】!玉秦Lq: ▼｣ ▼■ 盟 ち -I. a)I: tEi ち 守 l ≒ I ち ヽl田≠ 粥 N1 t i ち ･J ～,!iJ rl ■Irl 辛 -1毒.一議 ～,l ld a
拷モ二岬i tO 〇三読 ら I tゴ ● PL1● AA らdヽ卜. rJ○.:u1L1a
半TLr1 品 Ej LrI○: pJ ･d事の ■ー ●l ら ● ら + 辛 LI i
堰 Li 〇､
i!窄 悼 ヽ l ち ･d a ちl% Li:sl モ ドトいlドlil【 l l
憶慣痛I ら 辛 上 l Il 七〇･d 一 ー
令 i; d d ( 講 l ■ l LS l l I l i ド. . l】 cdl l1l -】 l ト: l l l l l
唱 C～ ■1 ･d pJ ■d l旨Li Lt eJ ≒ I Al 柄 PJI.-++ rJl ≒ i モ ld ち +
稚蟹已古 林 堰 ヽ ≒ ■ ら l t i Lt1 lモ l ら ≒ l l 辛 l















焚 5- 5- 10 奥 山 田 村 の 牛耳租税の変遷
? ???
辛 .守 識 ･引 福 毛 付 満 取 兼 高
本 田 畑 l斬 田 畑 計 本 ■ 毘 畑 新 田 畑 所BEl田畑 計本 田 畑 新 E]畑 書十 本 田 畑 所 EEl畑 射荒 検 見 l 他 軒 収 米 ▲飯米引高 戎 取 米
.18兵 5` 一再17. 1,○弟 5; 義 " 9品 9｣ _j oo ,晶 59 石 ,畠 5, ,089,号04l 月 ,. .09月 75 一7㌔も8.一 夏 石 石2.187 香 47月 8`
5 1187.188 i755 ll?5.941 1414 2&.98ト エ 32.212 - 52.212 1154.97占 L755 1141.729 490.845 - - 2.127 - 4?2.9?2
A 〟 45i217 ‡ 457.231 - 一57,251 749.957 754.710 271755 1- i - 1.ロ15 - 274.748
8 〟 1552 - il 1952 - ま95:≡ 118ま258 118?.989 611,958 59_5t】6 572,452 1.551 - 57i785
9 - 〟 - 〟 2n881 59一.057 - 592_408
1【】 1._ 〟 - 〟 5a511 SSiJl27 1~■ーI554,778
年 号 冥 加 米 ロ 兼 納 米 免 魂 小 物 成 口 銀 納 銀高免 1言 石 免 桔色小物成 小言 盲 1 粂 年貢茶年罪
石 壷 47品 48 985 4_ろ89 2A_7 1効 o @ 包 a l 4弟 7
5 - - 一92,99:≡ 155 4.244 - 1180 ! 5'2 - 5ふさ2
4 - - 274_748 2.514 1651 - -
8 - 17.215 598994 4.978 4_9舶 - 1.09 57.41
･9 - 1ム773 占0?,181 5.151 : 5..., - 〟 〟 〟
1t】 - l 14.599 571.177 4_811 4.8t】0 -
注) 元醸5年から10年は石井家父8｢免状｣lb.文政 12年は福武豪文声 ｢免状｣り 作成
